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第２次伊豆市総合計画 

基本構想・後期基本計画 (素案) 

自然・歴史・文化が薫る 誇りと活力に満ちた 

「伊豆半島の新機軸」・伊豆市 

～いつまでも住み続けたい 次世代に笑顔をつなぐ礎づくり～ 

  



後期基本計画の策定にあたって 

この計画を対象とする期間の時代認識 

 伊豆は海山のあらゆる風景の画廊であり、伊豆半島全体が一つの大きい公園である。※1その中にあ

って伊豆市は、天城連山に抱かれ、狩野川が貫流し、田方平野の一部を成し、駿河湾に面する。つま

り伊豆半島の特質の多くを備えている。伊豆市の未来は伊豆の未来そのものなのである。 

 2021 年において展望する伊豆の未来は、「自分の住む国が美しい国土を持ち、安全な社会である」

と 20 世紀最後にまとめられた識者の提言※2に鮮やかに描かれている。「自然景観と生活景観から成る

自分たちの住んでいる地域の姿に魅力があれば、一定の不偏性、中心性、求心力を獲得する」ことが

できる時代に入ったからである。私たちの暮らし自体に固有の価値を見い出していくのである。 

 では、私たちの暮らしとはなにか。豊かな「もの」を求めた時代を卒業した今、「もの」は街並み、

里山、水辺景観など貨幣価値に換算できない固有の価値が再評価されるようになった。また、これら

の「もの」を「ひと」が支配することの限界を迎え、持続可能な生活、持続可能な社会を構築するこ

とが世界共通の認識となった。2018 年に伊豆半島が「ユネスコ世界ジオパーク」に認定されたこと

は、その象徴とも言えよう。このような環境の変化は、まさに伊豆市の未来を描く検討作業において

絶好の追い風となっている。 

※1 川端康成「伊豆序説」より 

※221 世紀日本の構想懇談会「日本のフロンティアは日本の中にある」より 

 

この計画の先に目指す伊豆市の姿 

（１）21 世紀型「美しい邑」 

 県の総合計画に定める伊豆半島における地域づくりの基本方向は「世界レベルの魅力あふれる自

然を生かした観光交流圏」※3 であり、「世界から称賛され続ける美しい半島」※4 を目指している。

これを追求し、実現するために、自然と共存する持続可能な社会づくり（SDGs）を推進し、世界中

から人々を呼び込むとともに世界中との間でビジネスが可能な環境を整備し、多様な価値を認めあ

う社会を構築することが求められる。さらには、自然景観や温泉、歴史、伝統文化などの地域資源

を最大限に活用するため、デジタル情報技術を駆使できる人材を育成することが必要である。最新

の技術を駆使しつつ、伊豆市に内在する基本的価値である「美しい邑」の姿を次世代に継承してい

くものである。 

※4「伊豆半島グランドデザイン」より 

 

（２）子どもが健やかに学び育つ教育環境の整備 

 人口減少対策が最大の課題である伊豆市において、教育環境の整備は最優先事業の一つである。

私達の宿命として、新幹線、高次医療を提供する総合病院、大規模商業施設等の高次都市機能は近

隣市に依存せざるを得ない。しかし、美しい自然環境のなかで幼児教育から中等教育までの教育環

境を充実させることは自らの努力で実現することができる。15 歳以下の子育て環境において比較



優位を獲得することが、伊豆市における人口減少対策の肝と言える。 

これを実現するため、修善寺駅周辺に伊豆市が有する都市機能を充実させつつ、修善寺・中伊豆・

天城の 3 中学校を統合して新たな中学校を建設する。また、中伊豆、天城湯ヶ島及び土肥地区にお

いて、生活拠点を集約・充実させるとともに、小学校（土肥においては小中一貫校）の教育環境を

より高いレベルに維持することが必須の課題である。 

 

（３）危機管理体制の充実・促進 

 伊豆半島がジオパークとして示した世界唯一性は、「日本列島と伊豆小笠原という二つの火山弧

が現在進行形で衝突し続けている」ことにある。これは美しい自然景観、温泉、かつての金山等の

素晴らしい恩恵をもたらした一方で、自然災害に極めて脆弱であることも意味している。このリス

クに真正面から向き合い、理解し、対策を準備し、被害の最小化を図る宿命から逃れることはでき

ない。「死者だけは絶対に出さない！」ことを目標として、伊豆市と関係機関が有機的に連携した危

機管理体制を充実させるとともに、市民には自ら理解し、準備し、対応するために防災意識を確立

することを求めるものである。 

 

（４）大胆な選択と集中 

「地域資源を生かした美しい日本の邑」を形成するとは言え、将来投資のための事業費捻出は不

可欠である。有用な事業を断念するのではなく、まずは高度成長期に整備した施設や事業を身の丈

に合わせる作業を進めることである。市が所有する公共施設については、大胆に整理する。この際、

観光施設等市の収益増加に寄与する可能性がある施設については、その目的を最も達成し得る事業

者への事業譲渡を優先的に検討する。 

また、人口減少と高齢化が同時進行する社会において生活拠点を集約することも必要であり、こ

の事業は学校維持存続と軌を一にする。本計画期間後、第 3 次伊豆市総合計画を策定するときには、

老朽化した小学校（修善寺地区、中伊豆地区、天城湯ヶ島地区）のあり方を検討することとなろう。

そのためにも、適切かつ必要とする地区に対して移住・定住施策を大胆に集中することが求められ

る。 

 

 第 2 次伊豆市総合計画は、平成 32 年度末を期限とした新市建設計画（その後、期限を令和 6 年

度末に延長）の完了、伊豆縦貫自動車道路の整備進捗など大きな構造的変化に対応するかたちでま

とめられた。従って、前期基本計画と後期基本計画で目指す方向に変更はない。「自然・文化・歴史

が薫る、誇りと活力に満ちた『伊豆半島の新基軸』・伊豆市」を実現するために、伊豆市の総力を挙

げて取り組んでいくことをあらためて決意する。 
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第１章 伊豆市の将来像 

１．めざすまちのテーマ 

本市が将来にわたって魅力ある地域として発展していくためには、市民主体の協働によるまちづくり

を進めるとともに、まちの活力を最大限に引き出し、市民の皆さんがふるさとへの誇りや希望を持って、

元気で幸せに暮らすことができる環境を整えることが重要です。 

 

 私たちは、このことを基本とし、市民一人ひとりの本市に寄せる愛情と未来へかける熱い想いや行動

力を結集し、他に類のない貴重な地域資源や伊豆縦貫自動車道の南進といったチャンスを生かしながら、

伊豆半島の広域的な交流拠点として、「人」と「まち」がいきいきと光り輝く、住んでよかった、いつま

でも住み続けたいと心から思えるような魅力と活力にあふれる「持続可能なまち」を創造するため、次

の「めざすまちのテーマ」を掲げます。 
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２．めざすまちのイメージ 

まちづくりの基本方向を明らかにするための、「めざすまちのイメージ」を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．将来人口設定 

  将来人口については、「伊豆市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」を踏まえ、令和７年度の 

設定人口を 27,800 人とします。 

  

まちの「形」 

～ネットワーク型コンパクトタウン～ 
誰もが住み慣れた地域でいきいきと心豊かに暮らし続けられるよう、各地域において、利便性や快

適性が高く、人が集い賑わいのある拠点を創造するとともに、拠点間を結ぶ交通軸の強化などによる

機能連携や他圏域との交流・広域連携を図るネットワーク型コンパクトタウンの形成を推進します。 

まちの「色」 

～風情と風格が漂う国際的な観光文化環境都市～ 
日本の原風景ともいえる水と緑に包まれた豊かな自然や温泉、先人たちが育んできた歴史・文化な

ど、本市ならではの多彩な魅力や特徴を大切に守り、生かすとともに、伊豆半島の南西と南北の軸が

交わる交流の拠点として、他都市には決して真似のできない、風情と風格が漂う国際的な観光文化環

境都市の実現に取り組みます。 

まちの「力」 

～地域への愛着や誇りを基調とした多様な主体による協働と連携～ 
少子高齢化や人口減少の進行、コミュニティ機能の低下が懸念される中で、人と人、人と地域のつ

ながりを支えるとともに、郷土の自然や歴史・文化に触れ、守り、育むことを通じて、地域への愛着

や誇りを醸成することにより、本市を愛する多様な主体の情熱や英知、行動力の結集による協働と連

携に取り組みます。 
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第２章 まちづくりの重点目標 

６つの重点目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）少子化対策と次代を担う人材の育成 

子どもたちが心身ともに健やかに育つとともに、安心して子どもを産み育て、子育ての喜びを感

じながら、親と子が共に成長することができる「育てて育つ」の子育て支援を目指します。 

地域資源を活用した特色ある学校運営が行われ、児童生徒が生き生きと充実した学校生活を送る

とともに、将来の夢や希望を育み、良識ある大人として成長していけるための教育環境を目指しま

す。 

（２）安全で心地よい生活環境の創出 

福祉・防災・環境における自助（自分自身でできること）、共助（地域との支え合い）、公助（公

的支援）のバランスが取れた生活環境を創出することで、安全で住みやすい、生活の質（ＱＯＬ）

を高められる、お互いに支え合うことのできる暮らしやすいまちづくりを目指します。 

（３）産業力の強化 

風情と風格が漂う国際的な観光文化環境都市を目指し、本市が誇る歴史・街並みや景観、文化、

スポーツなどの地域資源を活用し、その魅力を高め、市内外から多くの方が訪れ、楽しんでもらえ

る観光と交流が創出されることを目指します。 

また、やる気のある人が新しい事業にチャレンジすることを応援する気風が定着することによ

り、地域の活気と賑わいが再生されることを目指します。 
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（４）まちへの誇りの醸成とブランド力の向上 

多様な主体によるまちづくり活動などによって市民が主体となったまちづくりが実践されると

ともに、地域活動を担う人材の育成を目指します。 

また、ふるさとの魅力を学び、「つながり」や「地域の絆」を育むことで、豊かな自然や景観、歴

史、文化が市民の手によって受け継がれ、いつまでも住み続けたいと思える郷土への愛着につなげ

ていくことを目指します。 

（５）魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保 

「ネットワーク型コンパクトタウン」によるまちづくりを推進し、拡散型から拠点集約型へ都市

構造の転換を進めながら、各地区の地域特性を活かした拠点づくりと各種生活サービスを充足し、

効率的な都市経営を図ることで人口減少に適応した都市空間の創造を目指します。 

また、伊豆縦貫自動車道の南進や基幹道路などの整備により、ヒトやモノの流れが強化されると

ともに、地域のニーズを踏まえた総合的な交通体系の構築を目指します。 

（６）将来にわたる安定的な行財政運営の堅持 

人口減少の進行や社会情勢の変化により、市内ＧＤＰや税収が大きく落ち込む可能性がある一方

で、令和６年度末までの間に新市建設に基づく重要事業が最終段階に入ることから、合併特例債な

どを活用した大型事業の歳出が続きます。 

今後の本格的な人口減少社会の到来や厳しい財政状況を見据え、将来にわたって持続可能な市政

運営を推し進めるためには、長期的な視野に立った準備を周到に進めていく必要があります。 

そのため、「安定的な歳入の確保」と「徹底した歳出の抑制」を両立させ、行財政運営の体制強化

を図ることを目指します。 

 

後期基本計画で新たに追加 
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重点目標１ 少子化対策と次代を担う人材の育成 

重点目標２ 安全で心地よい生活環境の創出 

重点目標３ 産業力の強化 

重点目標４ まちへの誇りの醸成とブランド力の向上 

重点目標５ 魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保 

重点目標６ 将来にわたる安定的な行財政運営の堅持 

令和７年度の設定人口 27,800 
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第３章 土地利用構想 

土地利用構想として、都市計画マスタープランの全体像を位置づけるとともに、各地区拠点の将来構想も定めます。 

１．都市計画マスタープラン全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画マスタープランより 

将来都市構造図 
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（１）エリア 

 最も基本的な土地利用の考え方を示すものであり、地域特性や立地環境に合わせて、以下の４種のエリ

アに区分します。 

 

名称 説明 凡例 

市街地エリア 用途地域を中心として、住宅地・商業地・工業地等

の都市的土地利用を図る区域を『市街地エリア』と

位置づけ、良好な市街地環境の形成を図ります。 
 

集落地エリア 市街地エリアの外側に広がる集落地一帯の区域を

『集落地エリア』と位置づけ、周辺の自然環境や農

地との調和と、集落地等における生活環境の維持・

向上を図ります。 

 

自然環境活用エリア 

 

市街地エリアや集落地エリアの外側に広がる里山

や農地等を『自然環境活用エリア』と位置づけ、適

切な維持に努めるとともに、自然環境とのふれあい

や交流の場として活用を図ります。 

 

自然環境保全エリア 

 

富士箱根伊豆国立公園を主体とした水源かん養や

景観形成等の機能を持つ森林等を『自然環境保全エ

リア』と位置づけ、自然環境の保全を図ります。 
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（２）拠点・中心地 

 都市における多様な機能の中心的役割を担う場所であり、地域特性や様々な都市機能に応じて、以下の

５種の拠点と１種の中心地を設定します。 

 

名称 説明 凡例 

拠

点 

都市生活交流拠

点 

修善寺駅・市役所周辺を『都市生活交流拠点』と位置づけ、本

市の玄関口、また中心市街地として、市民や来訪者の賑わいや

交流を創出する本市の中心的な拠点を形成します。 

●修善寺駅・市役所周辺 

 

 温泉観光交流拠

点 

本市の代表的な観光資源である修善寺温泉、土肥温泉、湯ヶ島

温泉と周辺の観光資源を含む一帯を『温泉観光交流拠点』と位

置づけ、温泉を中心とした市民のみならず来訪者との交流を図

る拠点を形成します。 

●修善寺温泉周辺 

●土肥温泉周辺 

●湯ヶ島温泉周辺 

 

 水・みどり・レク

リエーション拠

点 

本市の代表的な自然に親しみ、楽しむことができる自然資源や

観光資源周辺を『水・みどり・レクリエーション拠点』と位置

づけ、市民をはじめ、誰もが気軽に自然とふれあい、楽しむこ

とができる交流の拠点として、活用を図ります。 

●修善寺自然公園（虹の郷）周辺 

●サイクルスポーツセンター周辺 

●天城ふるさと広場・船原温泉周辺 

●浄蓮の滝・道の駅天城越え周辺 

●萬城の滝周辺 

●丸山スポーツ公園周辺 

●恋人岬周辺 

 

 まちの玄関口 本市の玄関口となる鉄道駅、港を『まちの玄関口』と位置づけ、

来訪者などに伊豆市らしさをアピールするための空間形成を図

ります。 

●伊豆箱根鉄道駿豆線 修善寺駅 

●土肥港 

 

 ⅠＣ活用地域振

興拠点 

広域自動車交通の結節点であるＩＣ周辺を「ＩＣ活用地域振興

拠点」と位置づけ、周辺の環境と調和を図りつつ、立地の優位

性を活かした新たな産業活力の創出や定住の促進など、地域の

振興に寄与する拠点の形成を図ります。 

●大平ＩＣ周辺 

●熊坂ＩＣ周辺 

●月ケ瀬ＩＣ周辺 

●天城湯ケ島～河津区間 中間ＩＣ周辺 

 

中

心

地 

地域交流中心地 市役所の各支所等を中心とした集落地と周辺の温泉地等の一帯

を『地域交流中心地』と位置づけ、地域の観光や生活の交流の

中心地として、活用を図ります。 

●土肥支所周辺 

●天城湯ケ島支所周辺 

●月ケ瀬ＩＣ周辺～天城小学校周辺 

●中伊豆支所周辺 
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２．各地区拠点将来構想 
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基本計画 

後期基本計画の考え方 

後期基本計画における基本方針 

重点目標１ 少子化対策と次代を担う人材の育成 

重点目標２ 安全で心地よい生活環境の創出 

重点目標３ 産業力の強化 

重点目標４ まちへの誇りの醸成とブランド力の向上 

重点目標５ 魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保 

重点目標６ 将来にわたる安定的な行財政運営の堅持 

計画の管理方針 
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後期基本計画の考え方 
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１．前期計画の振り返り 

 平成 28 年度から令和 7 年度の計画期間とする「第２次伊豆市総合計画」は、「自然・歴史・文化

が薫る 誇り活気に満ちた『伊豆半島の新機軸』・伊豆市」を将来像とし、本市が将来にわたって魅力

ある地域として発展する「持続可能なまち」の創造に向けて戦略性のある計画として策定しました。 

 人口減少や少子化に歯止めをかけるための取組や、東京 2020 大会の開催や伊豆縦貫自動車道の南

進、さらには新型コロナウイルスによる影響等、社会経済情勢が大きく変化する中、前期基本計画で

は以下の重点目標５つを掲げ、計画を遂行してきました。 

前期基本計画のポイント 

重点目標１ 魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保 

 

 

 

 

重点目標２ 安全で心地よい生活環境の創出 

 

 

 

 

重点目標３ 産業力の強化 

 

 

 

 

重点目標４ まちへの誇りの醸成とブランド力の向上 

 

 

 

 

重点目標５ 少子化対策と次代を担う人材の育成 

 

 

  

【取組の成果】 

・中心市街地での起業 

・地域振興拠点の整備 

・  

・修善寺駅周辺の歩行者空間整備 

【今後の課題】 

・継続的なにぎわい創出のための主体発掘や組織化 

・新中学校等の整備計画に合わせた交通環境整備 

・公共施設の適切な管理や空き公共施設の利活用 

・持続可能な交通ネットワーク構築の実現 

【取組の成果】 

・げんきプロジェクトやロコトレ教室の推進 

・災害に強いまちづくりの推進 

・新ごみ処理施設開設に向けた取組推進 

・有害鳥獣への積極的な対策 

【今後の課題】 

・高齢者への福祉サービスに対する満足度向上 

・生活習慣病対策の充実 

・将来の医療体制の維持・確保 

・新型コロナウイルスへの対応 

【取組の成果】 

・観光消費額の向上 

・新規就業者数の増加 

・企業誘致件数の増加 

・新規就農者、林業就業者の増加 

【今後の課題】 

・伊豆市版 DMO 事業の強化 

・観光交流客数増に向けた取組強化 

・若手人材の就業支援と U・I ターンの促進 

・自転車を活用したまちづくりの推進 

【取組の成果】 

・地域づくり協議会の設置 

・地域への愛着度の向上 

・未来塾の開催等地域で活躍する人材の育成 

・市ホームページアクセス数の向上 

【今後の課題】 

・人づくりの推進 

・市民による様々なまちづくり活動への支援充実 

・歴史文化資源の有効活用 

・ふるさと納税の拡充 

【取組の成果】 

・県内トップクラスの子育て支援内容の充実化 

・こども園の整備促進 

・ALT による積極的な英語教育への取組 

・魅力ある新中学校づくりへの取組 

【今後の課題】 

・未婚化や晩婚化への解消 

・子育て支援サービスの満足度向上に向けた取組 

・次世代の各年齢人口確保に向けた取組 

・教育環境の充実 
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２．進む人口減少と高齢化 

本市では、2025 年には老齢人口が生産年齢人口を上回ると予測されており、また、今後の人口減少

の進行により、市内ＧＤＰや税収が大きく落ち込む可能性があります。国立社会保障・人口問題研究所

の人口推計によると、令和 27 年（2045 年）では、人口は 15,152 人、高齢化率は 6 割以上が予想

されています。 

前期基本計画の期間中においては、人口減少対策の歯止めはかかっていない状況です。近い将来に到

来する本格的な人口減少社会を見据え、将来にわたって持続可能な市政運営を推し進めるためには、長

期的な視野に立った準備を着実に進めていくことが必要です。 

 

 

本市の将来人口推計（年齢 3 区分別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：（実績）国勢調査（各年 10 月１日時点） 

（推計）国立社会保障・人口問題研究所（社人研）による推計 
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３．ポストコロナ・ウィズコロナに対応したまちづくり 

新型コロナウイルスにより、人や物が国境を越えて関わるグローバリゼーションの歯車は逆回転し、

世界はそれぞれの境界の内に籠もりつつあります。 

また、新型コロナウイルスは、我々の日常生活も一変させ、密閉・密集・密接の三密を回避する新し

い生活様式が浸透し、人々のマスク姿は見慣れた姿になりました。一方で、オンライン会議やテレワー

ク、ワーケーションなどの働き方の変化、生産現場の自動化・ロボット化などが急速に進み、コロナ以

前に出来なかったことを先取りした一面もあったことは奇貨でありました。 

時代は今、後年の歴史家が世界史の転換点と位置づける重要な局面にあると言っても過言ではないか

も知れません。 

本市でも、基幹産業である観光産業をはじめ、市内経済やまちづくりに多大な影響を受けました。本

市では、市民の命を守るとともに市内の経済活動を維持するため、宿泊、飲食事業者等への営業自粛要

請や、市内事業者を対象とした営業自粛要請協力金、地域経済応援給付金の支給など、直面する課題に

対応し、感染拡大の防止と社会経済活動を両立させる取り組みを進めてきました。 

今後とも、「ポスト・コロナ」、「ウィズ・コロナ」時代の伊豆市の新たなロールモデルを描き、市民の

皆様に希望の道筋を示す役割を果たすという強い決意を持って市政運営を推進していくことが求めら

れます。 

 

 

観光交流客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：観光交流客数は宿泊客数と観光リクリエーション客数の合計   

資料：静岡県観光交流の動向   
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り、令和元年度では 300 万人を下回る 
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４．ポスト平成の大合併に対応したまちづくり 

 

市財政は、令和６年度末までの間に、新市建設計画に基づく重要事業が最終段階に入ることから、

合併特例債等を活用した大型事業の歳出が続く見通しです。さらに、合併したことにより恩恵を受け

てきた普通交付税の減少や財政調整基金の基金残高が減少していくとともに、令和６年度末には合併

特例債の借入期限を迎えることから、本市の財政規模は、令和７年度以降、一転して急激かつ大幅に

縮小することが予測されます。 

 そのため、安定的に財源を確保するためには、これまでの財源確保手段を拡大する、または新たな

自主財源の獲得手段に取り組んでいく必要があります。さらに、いずれの場合にも、営業的視点を持

って果敢に「取りに行く」姿勢が重要です。このため、今後も貴重な財源として期待できるふるさと

納税について、さらなる拡充を図るほか、これまで実績のなかった企業版ふるさと納税にも積極的に

力を入れるなど、市の「稼ぐ力」を強化することで、、「ポスト・平成の大合併」時代に対応したまち

づくりを進めていきます。 
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後期基本計画における基本方針 

持続可能な市政運営 

～「ポスト（ウィズ）・コロナ」「ポスト・平成の大合併」を見据えた市政運営の礎を築く～ 
 

 後期計画期間の取組みの展開にあたっては、「『ポスト（ウィズ）・コロナ』、『ポスト・平成の大合併』

を見据えた持続可能な市政運営の礎を築く」ことを基本理念とし、そのための政策体系として、「本格

的な人口減少社会の到来に向けた戦略的対応」と、「将来にわたる安定的な行財政運営の堅持」の２本

柱を掲げ、戦略的に取り組んでいきます。 

Ⅰ．本格的な人口減少社会の到来に向けた戦略的対応 

これまで行ってきた、人口減少の急激な進行を抑制していくための「人口減少の抑制戦略」に加え、

人口規模がある程度縮小しても都市機能が維持できるようにするための「人口減少の適応戦略」にも併

せて取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．将来にわたる安定的な行財政運営の堅持 

本市では、今後、新市建設計画に基づく大型事業の展開や、公共施設・社会基盤の老朽化対策、後期

高齢者の増加に伴う高齢者福祉サービス需要の増加により、財政事情が厳しくなるとの長期的な展望を

見据え、「安定した歳入の確保」と「徹底した歳出の抑制」の両面から財務体制等の強化を図ります。 

 

 

 

 

 

  

戦略１ 人口減少の抑制戦略 

人口減少の急激な進行を抑制し、市民がより便利で幸せな生活を追求していくための戦略として、

少子化対策と次代を担う人材の育成を図り、安全で心地よい生活環境の創出や産業力の強化などを

図ります。 

戦略２ 人口減少の適応戦略 

人口規模がある程度縮小しても市民が引き続き安心して暮らせるための戦略として、「ネットワーク

型コンパクトタウン」によるまちづくりを推進し、魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保など

を図ります。 

戦略３ 安定した歳入の確保 

自主財源の中心である市税について収納率を高めるとともに、ふるさと納税を中心に市外から資金

を確保するためのシティセールスを強化します。 

戦略４ 徹底した歳出の抑制 

既存事業の見直しによる効率化や徹底した歳出抑制を図り、民間のノウハウを活用した業務のアウ

トソーシング化などによって、歳出の抑制を進めていきます。 
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基本方針の主な施策体系 
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結婚から子育てまで切れ目のない支援



26 

 

第２次伊豆市総合計画 体系図 
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3 産業力の強化
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「
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抑
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略
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1 少子化対策と次代を担う人材の育成

6
将来にわたる安定的な財政運営の堅

持

まちのテーマ まちのイメージ
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島
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よ

る

　

　

　

　

協

働

と

連

携

基本構想（2016～2025） 10年間

まちづくりの基本的な理念であり、将来像と基本目標を示すもの

将来像 後期基本計画の基本方針 基本構想における重点目標(6)



27 

 

 

   

1 少子化突破と「育てて育つ」の推進

2 若者・ファミリー層の移住・定住の促進

1 多様化する社会に対応する教育環境づくり

2 未来を拓く子どもたちを育む学校環境づくり

1 共に支え合う地域福祉の推進

2 伊豆市版地域医療体制の構築

1 災害などリスクに強いまちづくり

2 持続可能な環境未来都市の実現

1 東京２０２０大会を契機としたレガシーの継承

2 伊豆市版ＤＭＯによる観光地域づくりの推進

3 企業誘致や雇用創出に向けた取組の強化

1 農林水産資源の多面的な活用

2 わさびの郷としての風格の創出

1 まちづくりの多様な担い手の育成

2 新たな交流人口の創出

1 伊豆市が誇る文化・芸術資源の活用

2 ふるさとの魅力を学ぶ機会の創出

1 中心市街地への都市機能の集約

2 適正な宅地化の誘導

1 開かれた地域づくりの推進

2 地域生活交通の維持

1 収納対策の強化

2 財源の確保

1 公共施設の適正化

2 事務事業の見直し
2 徹底した歳出の抑制

2
地域の魅力創造

「豊富な農林水産資源の再構築」

1
地域の魅力の創造

「人の流れを呼び込む魅力的な暮らしの実現」

2
地域の魅力の創造

「伊豆市に住むことの愛着や誇りの醸成」

1

福祉・医療の充実

2 安全・安心なまちづくり

1
地域の魅力の創造

「地域産業の発展による市内経済の活性化」

1 未来を切り拓くためのまちづくり

2 地域力の向上

安定した歳入の確保

1

1 結婚から子育てまで切れ目のない支援

2 教育の充実

後期基本計画（2021～2025）　５年間

基本構想における将来像や基本目標を踏まえた施策の基本的方向や体系を示すもの

政策(12) 施策(25)
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重点目標１   

少子化対策と次代を担う人材の育成 

 

政策 １ 結婚から子育てまで切れ目ない支援 

政策 ２ 教育の充実 
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重点目標１ 少子化対策と次代を担う人材の育成 

 

＜重点目標１の基本方針＞ 

 子どもたちが心身ともに健やかに育つとともに、親も安心して子どもを産み育て、子

育ての喜びを感じながら子どもと共に成長していく「育てて育つ」の子育て支援を行い、

ここで子育てを楽しみたい、暮らしたいと思える環境の実現を目指します。 

伊豆市独自の魅力ある学校運営を行い、児童生徒が生き生きと充実した学校生活を送

るとともに、将来の夢や希望を育み、良識ある大人として成長していけるための教育環

境の実現を目指します。 

 

重点目標１の政策イメージ（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

結婚から子育てまで切れ目ない支援 教育の充実 

社会でより良く 
生きていけるための 

教育環境の実現 

ここで子育てを 
楽しみたい暮らしたい 

移住希望者に対
する柔軟な対応 

出会いや結婚を
全力でお応援 

地域とのあたたか
い繋がりと行政の
手厚いサポート 

子育て、教育したくなるまちづくり 

新たな住宅地の創出
や空き家の重点活用 

暮らしの魅力
を発信するプ
ロモーション 

選べる部活 

知・徳・体を 
磨く教育 

市独自の 
幼児教育 

通いたくなる 
学校づくり 

様々な学びの 
場づくり 
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政策 １ 結婚から子育てまで切れ目ない支援 

 結婚や家庭を持つことへの夢を抱き、その夢を叶えることができるよう、出会い

の支援を行うとともに、妊娠・出産・子育てを通じてきめ細かな支援を行い、子育て

環境の充実を図ります。 

また、移住・定住に関する各種支援策を展開するとともに、本市の魅力向上や心

地よい居住環境の創出に努め、さらなる移住・定住を促進します。 

    政策目標 

 

 

 

 

   

 

 

政策 ２ 教育の充実 

 児童生徒の可能性を広げるため、多様化する社会の中で良識ある一人の人間とし

て成長していけるための教育環境づくりを展開していきます。 

また、確かな学力（知）・豊かな心と人間性（徳）・健やかな体（体）を育むことが

できる教育環境の整備を行い、「新時代の新たな学校づくり」に取り組みます。 
 

  政策目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安心して結婚・出産・子育てができる環境づくり 

 

〇子育て環境に対する満足度 ➡ 向上 

R2 基準値：42.1％（令和２年度市民アンケート結果より） 

 

〇結婚や子育てに伴う若者の転入者 ➡ 増加 

R2 基準値：20～39 歳転入者数 366 人 

 

子ども達が健やかに学び育つ教育環境の充実 

 

〇教育環境に対する満足度 ➡ 向上 

R2 基準値：36.7％（令和２年度市民アンケート結果より） 

 

〇ＩＣＴを活用した地域や学校間の連携 ➡ 強化 

R2 基準値：実施回数 ２回 

 

具体的 
イメージ 

 
 

具体的 
イメージ 
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政策 １ 結婚から子育てまで切れ目ない支援 

施策 １ 少子化突破と「育てて育つ」の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 

💡地域とのあたたかいつながり、行政

の子育て支援などにより、「伊豆市で

子育てしたい」と本市の子育て環境

が選ばれる 

・結婚や子育てに関心を持つ人が増

え、結婚や子育ての希望が叶う 

・「伊豆市は子育てしやすいまちだ」と

市民の実感を得られる 

・親子で楽しい子育てができる 

 

 

<本市の現状> 

😊市では、県内トップクラスの子育て

支援を実施 

😊２～３人子どもがいる家庭が多い 

😊子育て世代は本市の子育てサービス

に満足している（特に保育まで） 

😢未婚率が高い 

（男性(30～34 歳)56.4％＝県内ワー

スト５位、女性(25 歳～29 歳)69.8％

＝県内ワースト１位 

【平成 27 年国勢調査】） 

😢他市町にイメージ負けしてしまって

いる 

＜少子化突破に向けた３つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 作戦３ 

未婚解消に向けた 

出会い・婚活支援を 

行います 

みんなが笑顔になる 

子育て支援を 

行います 

伊豆市のよさを発信する

プロモーションを 

行います 

 

✔出会いの支援と婚活を応援！ 
✔きめ細やかな 

子育てサービス！ 
✔イメージアップ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 107 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ ブライダル事業者と連携 

した出会いの場の支援 

 

 ✓ 婚活事業者のノウハウを活用 

したイベントの実施 

 

 ✓ AＩを活用した婚活マッチング 

支援 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 地域で子育てを支える人材や 

団体の育成 

 

 ✓ 子育てママの居場所の創出 

 （生きいきプラザの拠点化） 

 

 ✓ 放課後の子どもの居場所づくり

の推進 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 子育てや移住・定住を促進する 

大型看板やデジタルサイネージ 

の設置とＰＲ 

 

 ✓ 市民と一緒に伊豆市のよさを 

発信できる「＃伊豆市いいね」※ 

など、ＳＮＳの有効活用 

 

 ✓ 生き生きとした高齢者の姿に若

者世代が希望を抱けるプロモー

ションの推進 

 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 本市の少子化における大きな要因となって

いる未婚率の高さを解消するため、入口である

「出会い」や「結婚」の機会づくりを行い、結

婚から妊娠・出産・子育てまでのトータルな支

援を推進します。 

 

【主な担当課】 

地域づくり課 / 企画財政課 / 子育て支援課 

 

本市の子育てのキャッチフレーズ「育てて育

つ」のもと、行政や地域によるサポート、つなが

る場の創出などにより、子育ては一人ではない

という安心感、ゆとりや幸せを実感できる子育

て支援を推進します。 

 

【主な担当課】 

子育て支援課 / 学校教育課 / 地域づくり課 / 

企画財政課 

 

 本市の充実した子育てや教育環境、くらしの

魅力などを市内外に効果的に発信し、市民には

「住み続けたいまち」、市外の方々には「住んで

みたいまち」だと実感していただけるプロモー

ションに力を入れていきます。 

 

【主な担当課】 

企画財政課 / 子育て支援課 / 社会教育課 / 

地域づくり課 

作戦１．出会い・婚活への支援 

作戦２．「育てて育つ」のみんなが笑顔になる子育て支援 

作戦３．伊豆市の魅力を発信するプロモーション 

※「＃伊豆市いいね」 

SNS を通じて、伊豆市の風景やグルメなどの写真や動画に「＃伊豆市いいね」をつけて発信し、みんな

で伊豆市を PR する取組。 
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（ 

 

 

 

政策 １ 結婚から子育てまで切れ目ない支援 

施策 ２ 若者・ファミリー層の移住・定住の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜移住・定住の促進に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

移住希望者に柔軟に対応 

できるよう、取組を 

拡充します 

良好な居住環境の整備と 

空き家※の積極的な活用を 

行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 

💡都会・街中にはない地域の人や自然

の豊かさといった魅力に気づき「伊

豆市に住みたい」と選ばれる 

・自分の住んでいる地域を愛し、そこ

でのライフスタイルを楽しんでいる

人が増える 

・若者の移住・定住がさらに進む 

・居住環境が整っていて、子どもやフ

ァミリー層が安心して暮らしていけ

る 

 

 

<本市の現状> 

😊若者定住補助金が効果を出している

（平成 22 年の運用開始から合計 377

件 1,388 人が利用。市内：239 件

929 人、市外：138 件 459 人） 

😊お試し住宅を 31 件の利用のうち、

５件の移住が実現（Ｒ１、２実績） 

😊都市計画の見直しにより、鉄道駅か

ら約 1km 圏内への住宅立地件数が

増加（Ｈ28～Ｒ２実績：延べ 50

件） 

😢農地などの規制により、住宅開発で

きる土地が少ない 

😢空き家のストックが少ない（空き家 

は多くあるが、貸してもらえない） 
✔移住・定住のサポート充実！ 
✔住まいのエリア化！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 108 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ さらなる移住・定住に向けた 

若者定住施策の拡充 

 

 ✓ さらなる移住希望者獲得に 

向けた“美しい邑のお試し住宅” 

の創出 

 

 ✓ ひとり親の受け入れに対する 

対象職種の拡充 

 

 ✓ 移住者が安心できるフォロー 

アップ 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 鉄道駅周辺や土肥地区・青羽根 

地区・八幡地区周辺への住宅地 

の創出 

 

 
✓ 鉄道駅周辺や土肥地区・青羽根 

地区・八幡地区周辺にある活用 

可能空き家の積極的な活用 

 

 ✓ 片づけやリフォーム補助による 

空き家活用の推進 

 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 若者やファミリー層の移住・定住促進のため

の住宅補助・家賃補助の継続に加え、移住希望

者に対して、柔軟な対応ができる窓口機能の強

化、充実を図ります。 

 また、土肥地区に設置した「海の見えるお試

し住宅」を拡充し、中山間地の魅力を実感でき

る「美しい邑のお試し住宅」を新たに設置する

など、I ターン、U ターンも含めたさらなる移

住・定住の促進を図っていきます。 

 

【主な担当課】 

地域づくり課 / 資産経営課 / 企画財政課  

 

 

人口が減っていく中においても都市機能を

維持するためには、一定の居住人口の確保が重

要となります。そのため、鉄道駅周辺や小学校

のある土肥地区、青羽根地区、八幡地区周辺と

いった拠点性の高いエリアに、病院、スーパー

マーケット、学校、公共施設などの日常生活に

欠かせない機能を集約するとともに、新たな住

宅地の創出や活用可能な空き家を重点的に活

用していきます。 

 

【主な担当課】 

都市計画課 / 地域づくり課 / 企画財政課 /  

資産経営課 

作戦１．移住・定住のさらなる促進に向けた柔軟な対応 

作戦２．良好な居住環境の整備と空き家の積極的な活用 
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（ 

 

 

 

政策 ２ 教育の充実 

施策 １ 多様化する社会に対応する教育環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡英語やＩＣＴ教育など伊豆市ならで

はの教育の特色を展開し、子どもの

「知・徳・体」がしっかり磨かれ、

人として生きる力が育まれている 

・伊豆市の教育環境が子育て世代に共

感され、転入も含めて子どもの数が

増えていく 

・地域や家庭が学校と一体となって、

次代を担う子どもを育成している 

 

 

✔教育のウリ・目玉づくり！ 
✔ライフステージを 

踏まえた段階的な教育支援！ 

＜より良い教育環境づくりに向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

多様化する社会でより良く 

生きていくための教育環境 

づくりを行います 

市独自の一貫した教育を行う 

ため、幼児教育と学校教育の 

連携を強化します 

 

改善 
より良く 

<本市の現状> 

😊7 名のＡＬＴ※1 による充実した英語

教育を実施中 

😐一人一台ＰＣ導入済。今後のＩＣＴ

教育※2 の運用にビジョンが必要 

😐さらなる子育て支援として、保育期

における“伊豆市の教育の特色”を

明確にする必要がある 

😐児童発達支援センターの運営ビジョ

ンを明確にする必要がある 

😢充実した総合学習を実施している

が、新たに実学教育※3にかける時間

の確保が課題 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 109 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 伊豆市独自のＡＬＴによる英語 

教育の推進 

 

 ✓ “EdTech”※４（エドテック） 

教育の推進による学びの機会 

の拡充 

 

 ✓ “魅力化チーム会議”※５での 

充実した学びの探求 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 幼小中連携したワンストップ 

相談窓口の開設 

 

 
✓ 幼児期からの知育・体育の推進 

 

 ✓ 児童発達支援センターによる 

適切な支援 

 

 

 児童生徒の主体的・対話的な学びを尊重する

とともに、多様な価値観の理解、自ら課題を設

定していく能力の習得を目指します。また、本

物に触れる体験や経験により、人生の幅を広

げ、確かな生きる力を育むための実学教育を支

援するとともに、基礎学力の確実な定着・向上

を図るための支援を行います。 

 

【主な担当課】 

学校教育課 / 社会教育課 / 企画財政課 

 

 

子どもの顔が見える一貫した子育て相談体

制を構築し、子どもの成長に関する保護者の悩

みや不安を軽減します。また、こども園や保育

園から小学校、小学校から中学校への円滑に接

続や、子どもたちのスムーズな学びの実現を図

ります。さらに、小さい時から体操教室やＡＬ

Ｔによる英語教育を行うなど、伊豆市独自の幼

児教育を確立します。 

 

【主な担当課】 

子育て支援課 / 学校教育課 

作戦１．社会でより良く生きていくための教育環境づくり 

作戦２．幼児教育と学校教育の連携強化 

＜SDGs への貢献＞ 

※1ALT 

日本人教師の補佐を行う、外国語を母国語とする外国語指導助手。 
※2ICT 教育 

 教育現場において情報通信技術を活用した取組。 
※3 実学教育 

 実験や体験を通じて疑問や課題を発見し、自らの力で解決をすることで、将来社会に出たときに実践でき

る考え方や知識を身につけるための教育。 
※4EdTech 

 Education（教育）と Technology（テクノロジー）を組み合わせた造語。学びにつながるアプリサー

ビスの活用や、オンラインでの学習などの ICT ツールを活用し、よりよい学びを子ども達に与えるもの。 
※5 魅力化チーム会議 

 学びを深める工夫や、連携教育を推進するための、伊豆市独自の教職員研修の名称。 
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（ 

 

 

 

政策 ２ 教育の充実 

施策 ２ 未来を拓く子どもたちを育む学校環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡一定規模の集団の中で伸び伸びと学

べ、切磋琢磨できる教育環境が整備

されている 

・多様な外部講師により、児童生徒の

様々な学びの場がある 

・部活動に生き生きと打ち込める環境

がある 

・安心して学校に通える環境が整備さ

れ、不便なく登下校できる 

 

 

<本市の現状> 

😊学校支援員が数多く配置され、児童

生徒のきめ細かなフォローを実施中 

😊他市町より手厚いバス通学の支援を

実施中 

😢小中学校ともクラス替えができない

学年が発生している 

😢部活動において、合同チームでの活

動が発生している 

😢児童生徒数の減少により、教科担任

の確保が難しい状況 

😢登下校の際のバスを待つ環境や歩行

者空間の安全性が十分でない 

 

✔スクールライフの充実！ 
✔通いたくなる学校づくり！ 

＜より良い学校環境に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

子どもたちが通いたくなる 

魅力ある学校づくりを 

行います 

安全安心な通学環境の 

整備を行います 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1１０ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 新中学校の建設 

（令和 7 年 4 月開校予定） 

 

 ✓ 子どもの生きる力を育む“実学 

教育”の支援 

 

 ✓ 新たな学びを生み出す学校間 

連携教育の充実 

 

 
【主な取組】 

 

 
✓ 通学に関するバス路線の整備 

 

 
✓ 通学路環境の整備 

 

 ✓ 新中学校における 

自転車通学環境の整備 

 

 ✓ 市内学校における 

バス待ち環境の整備 

 

 

 修善寺、天城、中伊豆の３校のアイデンティ

ティを継承し、新しい魅力を生み出す新中学校

を整備するとともに、未来を拓く子どもたちを

育む教育環境を創出し、学校間の連携教育を充

実させます。また、各小中学校を中心に、地域

の多様な人材の活用や児童生徒の地域活動へ

の参加などにより、地域と学校の交流を促進し

ます。 

 

【主な担当課】 

学校教育課 / 建設課 / 企画財政課 / 

新中学校 WG 

 

ＰＴＡ、警察、交通安全指導員、道路管理者、

学校、教育委員会などの関係機関と連携して、

児童生徒が安全に通学できるように通学路の

安全確保を図ります。 

また、新中学校の通学に際し、各地区の生徒

が安心して登下校できるような環境整備に努

めます。 

 

【主な担当課】 

学校教育課 / 建設課 / 地域づくり課 / 

新中学校 WG 

作戦１．新中学校づくりと小中・義務教育学校の教育の充実 

作戦２．安全安心な通学環境の整備 

＜SDGs への貢献＞ 



40 

 

  



41 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標２  

安全で心地よい生活環境の創出 

 

政策 １ 福祉・医療の充実 

政策 ２ 安全・安心なまちづくりの推進 

 

 

  



42 

 

重点目標２ 安全で心地よい生活環境の創出 

 

＜重点目標２の基本方針＞ 

国立社会保障・人口問題研究所の予測によれば、本市では、2025 年（令和７年）に

は老齢人口が生産年齢人口を上回ると言われています。このような社会環境の変化の中

にあっても、自助（自分自身でできること）、共助（地域との支え合い）、公助（公的支

援）のバランスが取れるような生活環境づくりを行います。特に不足しているとされて

いる共助を推進していくことで、お互いに支え合う意識を醸成し、福祉・医療・防災・環

境における高い生活の質（ＱＯＬ※）を確保することで、暮らしやすいまちづくりを目指

します。 

 

 

 

重点目標２の政策イメージ（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自助・共助・公助の 
バランスの取れた 

生活づくり 

地域で行われる 
助け合い・支え合い 

安全で住みやすく生活の質(QOL)を高められる暮らしやすいまちづくり 

福祉・医療の充実 安全・安心なまちづくり 

市民主体の 
健康づくり 

防災・減災の 
取組 

１人１人の 
環境美化 

防災拠点の 
整備 

安心できる 
医療体制 

循環型社会の 
美しい里山の形成 

環境にやさしい活動 
による持続可能な 

社会の実現 
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政策 １ 福祉・医療の充実 

 人生 100 年時代において、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地域

の実情に応じた福祉活動を展開し、生活の質（ＱＯＬ）の向上に努めます。 

また、市民一人ひとりが、ライフステージに応じた身体と心の健康づくりに取り

組める環境を整備するとともに、国や県、医師会などと連携し、地域医療体制の強化

を図ります。 

  政策目標 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

政策 ２ 安全・安心なまちづくりの推進 

南海トラフ巨大地震や全国で頻発している台風や集中豪雨などの自然災害、日常

生活を一変させた新型コロナウイルス感染症など、市民の安全を脅かすリスクが多

様化していることを踏まえ、様々なリスクに対応するための危機管理体制の構築や

防災力の強化を図ります。また、市民、事業者、行政等が連携・協力し、日々の暮ら

しにおいて環境にやさしい活動を実践することを通じて、持続可能な社会の実現を

図ります。 
 

   政策目標 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

  
※QOL（クオリティオブライフ） 

物質的な豊かさだけでなく、精神面を含めた生活全体での豊かさや自己実現を踏まえて、生活の質を評価

する概念。 

安心して暮らせる福祉・医療の充実 

 
〇福祉・医療に対する満足度 ➡ 向上 

R2 基準値：57.7%(福祉)、55.1%(医療)（令和２年度市民アンケートより） 

 

〇特定検診・がん検診の受診率 ➡ 向上 

R2 基準値：40.8%（特定健診） ほか※ 

※がん検診【胸部（結核・肺がん）、胃がん、子宮頸がん、乳がん、

大腸がん、前立腺がん】の受診率 

 

市民の生命と財産を守る体制や基盤づくり 

 
〇土砂災害特別警戒区域(レッドゾーン)内の被害  

➡ 死者ゼロ 

R2 基準値：ゼロ 

 

〇環境に配慮したまちづくりの満足度 ➡ 向上 

R2 基準値：－（今後、市民アンケートにより把握） 

具体的 
イメージ 

 
 

具体的 
イメージ 
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（ 

 

 

 

（ 

 

 

 

政策 １ 福祉・医療の充実 

施策 １ 共に支え合う地域福祉の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜地域福祉推進に向けた作戦＞ 

作戦 

地域で安心して暮らすための 

支え合い活動を促進する 

取組を行います 

 

改善 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡思いやりの気持ちが市民に浸透し、

主体的な助け合い・支え合いが地域

の中で行われている 

・誰もが住み慣れた地域で安心して不

便なく暮らせる 

・困った時にいつでも相談ができる環

境が整っている 

<本市の現状> 

😊現在、５箇所の高齢者の居場所が開

設され、助け合い・支え合いなどの

活動を実施中 

😊市民主体の居場所づくりがさかんに

行われている（ロコトレＯＢ会※1 が

市内 28 箇所で活動中） 

😊行政・社会福祉協議会・包括支援セ

ンターなどが連携し、高齢者のきめ

細かな生活支援を実施中 

😐生活支援の担い手が今後さらに必要 

😢認知症の高齢者の増加が予想される

〔2025 年の推計値は 2,429 人

（高齢者の 20.6％）〕 

 

✔住みやすい、住み続けたい
環境づくり！ 

✔みんなで助け合える 
活動支援！ 

より良く 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1１1 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ ロコトレを中心とした 

高齢者の居場所づくり 

 

 
✓ 認知症に対する早期の対応 

 

 ✓ 生活支援の担い手としての 

社会参加の促進 

 

 ✓ 移動支援や買い物弱者を支援 

する体制づくり 

 

 ✓ 地域包括ケアシステム※2の 

構築と実現 

 

 ✓ 気軽に相談できる福祉相談 

センターの設置 

 

 

 自助（自分自身でできること）、共助（地域と

の支え合い）、公助（公的支援）の適切な組み

合わせにより、市民や福祉関係者が連携・協力

し、地域の福祉に関する問題に取り組んでいき

ます。また、住み慣れた地域で人と人とのつな

がりを感じながら安心して暮らせるよう、共助

を大切にする取組を促進していきます。 

 

【主な担当課】 

健康長寿課 / 社会福祉課 

作戦１．地域で安心して暮らすための支え合い活動の促進 

＜SDGs への貢献＞ 

※1 ロコトレ OB 会 

「ロコトレ」を中心に自主的な健康づくりに取り組む住民有志の運営団体。「ロコトレ」とは、ロコモ 

ティブシンドロームを防止するために、バランス能力や筋力をつけるための軽い運動のこと。 
※2 地域包括ケアシステム 

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるように、「住まい」・「医療」・「介護」・「予防」・

「生活支援」が一体的に提供される体制。 
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（ 

 

 

 

政策 １ 福祉・医療の充実 

施策 ２ 伊豆市版地域医療体制の構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 

💡市民が心身ともに健康で、自分らし

く暮らすことができる 

・身近なところに安心して診察を受け

られる環境が整っている 

・市民一人ひとりが自発的に健康づく

りに取り組み、生き生きとした生活

を営んでいる 

・本人や家族が望む生活が継続できて

いる 

<本市の現状> 

😊伊豆赤十字病院が二次救急を担って

いる 

😊療養病床が県平均に比べ極めて多い

（10 万人あたり病床数…県 246、 

市 1,533） 

※2018 年 地域医療機関情報システム  

😢医師の高齢化や後継者不足により、

診療所数の減少が危惧される 

😢往診可能な医師も数少ないため、在

宅医療の実施に課題がある 

😢糖尿病及びその予備軍の比率が高い

（40～74 歳の HbA1c が男女ともに  

県平均より高い） 
✔万が一な時でも安心な 

サポート！ 
✔心と身体の元気のために！ 

＜地域医療体制構築に向けた 2 つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

安心した暮らしに向けて 

地域医療の維持・発展を 

行います 

市民主体の健康づくりを 

促進する取組を 

行います 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1１２ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 地域医療検討会による 10 年後

の地域医療のあり方の検討 

 

 ✓ “伊豆市版地域医療対策事業”※

1 の推進 

 

 ✓ 中伊豆温泉病院の移転・新築支

援（令和５年度開院予定） 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 高齢者の保健事業と介護予防の

一体的な実施 

 

 ✓ げんきプロジェクト※2を基盤と 

した健康づくり 

 

 ✓ 糖尿病性腎症の重症化予防に 

向けた取組の実施 

 

 
✓ こころの健康づくりの推進 

 

 

 医師不足や高齢化、医療・介護に対するニー

ズの増加などに的確に対応するため、保健・医

療・福祉が連携する地域医療体制の強化や通院

負担を軽減するオンライン診療の導入など、将

来にわたって安心な地域医療体制を確立する

ための取り組みを進めます。 

 

【主な担当課】 

健康長寿課 

作戦１．安心した暮らしに向けた地域医療の維持・発展 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 運動や食事などの生活習慣の改善や地域と

連携した健康づくりの推進など、市民一人ひと

りの主体的な健康づくりを支援し、健康寿命の

延伸を図ります。また、こころに悩みを抱える

人を支援するため、こころの健康に対する対策

を進めていきます。 

 

【主な担当課】 

健康長寿課 

作戦２．市民主体の健康づくりの促進 

※1 地域医療対策事業 

 医師確保対策を始めとした地域医療の確保のため、地域の実情に応じた効率的・効果的な医療提供を行う

取組。 
※2 げんきプロジェクト 

「減塩」の“げ”、「運動」の“ん”、「禁煙」の“き”の三本柱を推進し、健康なまちづくりを目指すため

の伊豆市独自の取組。 
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（ 

 

 

 

政策 ２ 安全・安心なまちづくりの推進 

施策 １ 災害などリスクに強いまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜重点事業＞ 

 

＜リスクに強いまちづくりに向けた作戦＞ 

作戦１ 

防災・減災の取組を進め 

地域防災の強化を行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡市民一人ひとりの防災意識が高く維

持され、有事の際にとるべき行動の

理解が浸透している 

・いざというときに支え合える共助の

価値観が共有されている 

・行政と地域の連携がしっかりと取れ

た体制が確立され、地域防災が強化

されている 

<本市の現状> 

😊土肥地区では、全国初の海のまち安

全創出エリア・津波災害特別警戒区

域（オレンジゾーン）※の指定を行

い、観光防災まちづくりを展開中 

😐同報系防災行政無線の老朽化への対

応が必要 

😐津波や土砂災害等に対する防災力の

強化が必要 

😐激甚化する自然災害や新型コロナウ

イルスを踏まえた適切な避難所対応

が必要 

😐有事に対応できる職員の育成と体制

づくりが必要 

 

～安全のための危機管理～ 
✔被災を防ぐ防災対策！ 
✔被害を減らす減災対策！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1１3 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 同報系防災行政無線の 

デジタル化（令和４年度完成） 

 

 ✓ 津波避難複合施設の建設 

（令和５年度完成） 

 

 ✓ （仮称）日向公園の整備 

（令和７年度完成） 

 

 ✓ 防災備蓄倉庫の整備 

（令和７年度完成） 

 

 
✓ 備蓄のストックヤードの確保 

 

 ✓ 自分たちの地域を自分たちで 

守る、“災害に強い防災組織”の

体制づくり 

 

 ✓ 地域の特性に応じた臨場感の 

ある“リアル防災訓練”の実施 

 

 ✓ 職員向け災害研修と実施体制 

づくり 

 

 

 市民の防災意識の啓発や災害時における危

機管理体制の強化に努めるとともに、防災拠点

となる公園等の整備を推進します。 

また、国土強靭化計画と連携した防災・減災

の取組を進め、受援体制や備蓄の充実化などを

図ります。 

 

【主な担当課】 

危機管理課 / 都市計画課 / （仮称）日向公園 

ＷＧ 

作戦１．地域防災の強化 

＜SDGs への貢献＞ 

※海のまち安全創出エリア・津波災害特別警戒区域（オレンジゾーン） 

「なんとしても人命を守る」ため、避難に配慮を要する方々が利用する施設を地震や津波に対して安全な

ものとし、津波を「避ける」ことができるように強化する区域。 
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（ 

 

 

 

政策 ２ 安全・安心なまちづくりの推進 

施策 ２ 持続可能な環境未来都市の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜環境未来都市実現に向けた 3 つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 作戦３ 

循環型環境施設の 

整備を行います 

環境にやさしい 

取組を行います 

有害鳥獣対策と 

イズシカ問屋の有効活用

を行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡市民一人ひとりが日ごろから環境に

やさしい取組を行っている 

・新しいごみ処理施設が地球温暖化や

循環型社会の形成に貢献している 

・美しい里山の保全とイズシカ問屋※2

の有効活用が両立されている 

<本市の現状> 

😊伊豆市全域の景観計画を策定し、現

在までに 3 地区（修善寺温泉・桂谷

地区、湯ヶ島地区、修善寺駅前地区）

の重点地区を指定 

😊イズシカ問屋は、令和 2 年 3 月に

県内初のジビエ認証を取得 

😊有害鳥獣への対策を計画的に展開

し、効果が得られている 

😢衛生施設が老朽化し、毎年多額の修

繕・補修が必要な状況 

😢市内で廃棄物の不法投棄等が発生 ～環境にやさしい～ 
✔施設づくり！ 
✔人へのアクション！ 

※イズシカ問屋 

獣害対策とともに、捕獲したシカ・イノシシを加工して特産品として販売する目的で設置した伊豆市食肉

加工センター。 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1１4 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 新ごみ処理施設の建設 

（令和４年度完成） 

 

 ✓ 新リサイクルセンターの整備 

（令和６年度完成） 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 市民との協働による“不法投棄

をさせない”環境づくりの推進 

 

 ✓ カーボンニュートラル※2 への取

組の推進 

 

 ✓ 景観計画の見直しと 

景観重点地区の拡充 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ ジビエ認証を生かした 

ブランディング 

 

 ✓ イズシカ問屋のさらなる有効活

用 

 

 
✓ 狩猟後継者の育成 

 

 

 地球温暖化や環境負荷を低減し、市民生活や

事業活動に３Ｒ（リデュース・リユース・リサ

イクル）を定着させるための取組を行います。

また、新ごみ処理施設により、限られた資源の

有効活用やごみ処理に伴う余熱による発電な

ど、循環型社会の形成に努めます。 
 

【主な担当課】 

環境衛生課 / 清掃センター / 

伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合 

作戦１．循環型環境施設の整備 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 美しいまちの維持に向けて、産業廃棄物など

の不法投棄やごみのポイ捨て防止など、市内の

環境美化に努めるとともに、本市の豊かな自然

や長い歴史により育まれてきた魅力ある景観

資産※1 の保全に努めます。 

 

【主な担当課】 

環境衛生課 / 清掃センター / 都市計画課 

作戦２．環境にやさしい取組の推進 

 

 美しい里山の保全や野生鳥獣から農作物を

守るため、有害鳥獣対策を継続して推進すると

ともに、県内初のジビエ認証※３を取得したイ

ズシカ問屋を有効活用し、ブランド力や収益力

の向上を図ります。 

 

【主な担当課】 

農林水産課  

作戦３．有害鳥獣対策とイズシカ問屋の有効活用 

※1 景観資産 

地域の景観や魅力に気づくことで、暮らしに誇りが持てるよう、身近な景観資源を市民とともに発掘し、

市内外に周知しながら保全していくもの。 
※2 カーボンニュートラル 

各種活動全体において、大気中の二酸化炭素を増加させずに排出量の収支を実質ゼロにすること。 
※３ジビエ認証 

厚生労働省が定める衛生管理指針に基づき、適切な処理を行っている施設を認証する制度。令和 2 年 3

月にイズシカ問屋が県内で初めて認証された。 
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重点目標３  

産業力の強化 

 

政策 １ 地域の魅力の創造 

「地域産業の発展による市内経済の活性化」 

政策 ２ 地域の魅力の創造 

「豊富な農林水産資源の再構築」 

 

 

 

 

  



54 

 

重点目標３ 産業力の強化 

 

＜重点目標３の基本方針＞ 

 風情と風格が漂う国際的な観光文化環境都市の実現のため、本市が誇る自然、歴史、

文化、街並みや景観、スポーツなどの地域資源を活用し、その魅力を高めることにより、

市内外から多くの人が訪れ、これからも選ばれる観光地域として持続的に発展していく

ことを目指します。 

また、市内経済の活性化に向け、引き続き企業誘致・留置に努めるとともに、意欲の

ある人が新しい事業にチャレンジすることを応援する気風を定着させることにより、地

域の活気と賑わいを生み続けることを目指します。 

 

 

重点目標３の政策イメージ（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の魅力を高め、活気と賑わいを生み出すまちづくり 

 

市内経済の活性化 農林水産業の再構築 

市民の日常的な 

自転車の活用 

里山環境の保全 

選ばれる観光地とし
ての持続的発展 

中山間地域と海岸
地域がもつ豊かな
地域資源の活用 

満足度と 

リピート率の向上 

持続的な企業誘

致・留置 

にぎわいづくりに向

けた起業・創業支援 

移住・定住につながる 

身近な農業の創出 

木材の地産地消による 

林業の振興 

生産振興と 

技術継承 

わさび田 
レガシーを継承

する取組 

広域連携による 

新たな魅力の発信 
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政策１ 地域の魅力の創造「地域産業の発展による市内経済の活性化」  

本市の有する多彩で豊富な観光資源の価値をさらに高め、交流人口の増加や伊豆

市ファンの創出につなげるとともに、東京 2020 大会開催を契機としたスポーツを

通じた交流の促進を図ります。 

また、産業振興のため、起業支援や企業誘致・留置、雇用の創出等に取り組むと

ともに、働きやすい環境を整えていきます。  

  政策目標 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

政策 ２ 地域の魅力の創造「豊富な農林水産資源の再構築」 

中山間地域の特用林産物や沿岸地域の水産物などの豊かな地域資源を生かすため

の生産基盤の整備、産品の高品質化・ブランド化、地産地消の促進のほか、多様な担

い手の育成・確保や農地の有効活用を推進します。 

また、世界農業遺産「静岡水わさびの伝統栽培」のブランド力をさらに高めつつ、

質の高いわさびの生産振興と継承を軸にした取組を進めていきます。  

  政策目標 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※DMO 

様々な地域資源を組み合わせた観光地の一体的なブランドづくり、情報発信・プロモーション、効果的な

マーケティング、戦略策定等について、地域が主体となって行う観光地域づくりの推進主体。 

未来につなげる産業構造の構築と持続的な発展 

 

〇観光消費額・宿泊客数・観光入込客数 ➡ 増加 

R2 基準値：観光消費額  17,258 円(R1) 

宿泊客数   433,929 人(R2) 

観光入込客数 2,071,868 人(R2) 

 

〇起業創業・企業立地件数 ➡ 増加 

R2 基準値：企業創業   8 件 

企業立地件数 0 件 

 

 

農林水産業の競争力強化 

 
〇特産品の出荷額 ➡ 増加 

R2 基準値： 

「わさび」「しいたけ」の年間出荷額 824,319,365 円 

（内訳：わさび：650,367,060 円 しいたけ：173,952,305 円） 

 

〇新規就農・就業者数 ➡ 増加 

R2 基準値：新規就農者 1 名 

        新規就業者 2 名 

 

具体的 
イメージ 

 
 

具体的 
イメージ 
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政策１ 地域の魅力の創造「地域産業の発展による市内経済の活性化」  

施策 １ 東京２０２０大会を契機としたレガシーの継承 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜レガシーの継承に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

東京 2020 大会のレガシーと

して、オリパラ競技会場の 

積極的な活用を図ります 

東京 2020 大会を契機として

根付いた「自転車を活用した 

まちづくり」を行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡市民が日常的に自転車を利用し、楽

しんでいる 

・市民や観光客移動手段に自転車が日

常的に活用され、やサイクリストが

集うまちとしても全国的に認知され

ている 

・東京 2020 大会後も自転車競技が

度々に行われ、にぎわいが生まれる 

 

 

<本市の現状> 

😊東京 2020 大会自転車競技（トラッ

クレース・マウンテンバイク）の開

催地であり、会場である日本サイク

ルスポーツセンターがある 

😊伊豆半島１周サイクリングやライド

＆ライド伊豆狩野川などの自転車を

取り巻く環境がある 

😢市内にサイクルショップや自転車ま

ちづくりの核となる拠点がない 

😢矢羽根などの整備をしているものの 

自転車に安全に乗る環境整備が不十 

分 

✔競技会場の活用！ 
✔自転車を身近に 

楽しむ取組！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1１5 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 東京 2020 大会“自転車競技会

場の聖地化” 

 

 ✓ 国内外の各種自転車競技大会 

への協力・開催 

 

 ✓ 日本サイクルスポーツセンター 

の利用促進 

 

 ✓ マウンテンバイク練習コースの 

活用 

 

 
【主な取組】 

 

 
✓ “サイクリストの拠点”整備 

 

 ✓ 自転車を活用したコンテンツ 

開発と販売 

 

 ✓ 自転車を活用した健康づくりの 

推進 

 

 ✓ 市民の自転車乗れる率 100％ 

に向けた取組の推進 

 

 ✓ 地域密着型自転車プロチームと 

の協働 

 

 ✓ 自転車競技の普及に向けた 

取組の推進 

 

 

 東京 2020 大会 自転車競技(トラックレー

ス/マウンテンバイク)の開催地というレガシ

ーを活かし、大会後もスポーツによる国内外と

の交流を拡大します。 

 

【主な担当課】 

東京オリンピック・パラリンピック推進課 /  

観光商工課  

作戦１．オリパラ競技会場の聖地化 

＜SDGs への貢献＞ 

 

サイクリストなどが気軽に利用や交流でき

る拠点の整備や、自転車が市民生活に根付いて

いくための取り組みを推進します。 

 

【主な担当課】 

東京オリンピック・パラリンピック推進課 /  

観光商工課  

作戦２．自転車を活用したまちづくり 
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政策１ 地域の魅力の創造「地域産業の発展による市内経済の活性化」 

施策 ２ 伊豆市版ＤＭＯによる観光地域づくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改善 より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡多くの観光客が訪れ、交流し、満足

度の高い観光地域となっている 

・市民が主体となって地域の魅力向上

のための観光地域づくりを行ってい

る 

・市民が伊豆市の地域資源に誇りを持

ち、魅力を発信している 

・新しい生活様式に対応した観光スタ

イルが確立され、コロナ後も選ばれ

る観光地域として、多くの観光客で

にぎわっている 

<本市の現状> 

😊地域ブランド調査※1における、全国

魅力度ランキング第 21 位（Ｒ２年

度） 

😊観光客一人当たりの観光消費額は上

昇傾向にある 

😐首都圏をターゲットとした「安・

近・短の観光」と「世界レベルのリ

ゾート地に向けた観光」の両立に向

けた取組が必要  

😢観光に携わる団体が一本化されず、

機能が不明確、非効率 

😢観光交流客数は、ほぼ横ばいの状況 

（Ｈ28～Ｒ２平均：340 万人程度） 

✔地域の観光資源の 
磨き上げ！ 

✔ブランド力アップ 

＜観光地域づくりに向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

豊富な地域資源コンテンツの観

光への活用を行います 

美しい伊豆創造センターとの 

連携強化を行います 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1１6 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ “伊豆市固有”の魅力的な地域 

資源を活用した観光コンテン

ツづくり 

 

 ✓ 持続的発展に向けた 

産業振興協議会の機能強化 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 広域連携による観光の一体的な

ブランドづくりの推進 

 

 ✓ 美しい伊豆創造センターとの 

協働による観光振興 

 

 
✓ 伊豆半島ジオパークの推進 

 

 

 観光ニーズの多様化に対応するため、地域の

人々が誇りに思い大切にしている地域資源に

来訪者が触れ合い、その素晴らしさを分かち合

う“新しい観光の仕組み”を構築する必要があ

ります。そのため、伊豆市産業振興協議会を中

核主体として「伊豆市版ＤＭＯ事業」を推進し

ていきます。 

 

【主な担当課】 

観光商工課 / 地域づくり課 

 

作戦１．ニーズの多様化に合わせた地域資源コンテンツの観光への活用 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 「世界から称賛される美しい半島 伊豆」の

実現に向け、美しい伊豆創造センター※2 との

連携により、伊豆半島全域での積極的な観光誘

客や受け入れ態勢の整備、広域連携による新た

な魅力の発信を行っていきます。 

 

【主な担当課】 

観光商工課  

 

作戦２．美しい伊豆創造センターとの連携強化 

※1 地域ブランド調査 

株式会社ブランド総合研究所が実施している「地域が消費者からどれだけ魅力的だと思われているのか」

という設問により、地域のブランド力を調査するもの。2020 年度調査では調査対象となった 1000 市

区町村中、伊豆市が 21 位に選ばれた。 
※2 美しい伊豆創造センター 

７市６町首長会議において策定された「伊豆半島グランドデザイン」を推進するため、設立された組織。

伊豆半島内の 13 市町および、13 地域観光協会、商工会議所、商工会、交通事業者、NPO 団体などが

加盟している。 
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政策１ 地域の魅力の創造「地域産業の発展による市内経済の活性化」 

施策 ３ 企業誘致や雇用創出に向けた取組の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜産業振興や雇用創出に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 作戦３ 

積極的な企業誘致・留置

に向けた取組を行います 

にぎわいづくりに向けた 

起業・創業支援を行いま

す 

安定した雇用の創出を 

支援します 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 

💡企業誘致・留置が、働く場や雇用の

確保につながり、人口が増え、活気

のあるまちになる 

・多様な働き方を実現するための環境

が整い、居住の地として本市を選ぶ

人が増える 

・魅力ある店舗やサービスが増えるこ

とで、まちににぎわいがあふれ、豊

かな生活を営める 

 

<本市の現状> 

😊企業誘致の成果が徐々に出ている

（H28～R1 で４件の実績） 

😊創業者支援制度の活用や、創業セミ

ナーの開催を通じて新規創業者数が

着実に増加（H28～R1 実績：33 人） 

😐人口減少対策に企業誘致と雇用の創

出が有効と考えている市民が多い 

😢中山間地という立地に加え、農地は

水田の青地農地が多く、企業誘致が

難しい 

😢求人の状況を踏まえると、地域企業

などへの雇用のマッチング支援が必

要 ✔仕事に関わる 
ヒト・モノ・コト 

の強化！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1１7 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 公共施設などを活用した 

企業誘致・留置の促進 

 

 ✓ サテライトオフィス、 

テレワークなどの誘致 

 

 
✓ 教育産業にかかる企業の留置 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 創業者支援制度の継続による 

起業支援 

 

 ✓ セミナー開催など、創業に 

おける準備段階のサポート 

 

 ✓ 創業希望者に寄り添った 

人材マッチング支援やフォロー 

アップ 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 市内企業（事業所）の雇用マッチ

ング支援 

 

 ✓ 企業（事業所）の働きやすい職場

づくり支援 

 

 

 新たな企業が市内へ進出しやすくするため、

企業が求める情報を積極的に提供するととも

に、優遇施策による支援を行っていきます。ま

た、地域企業などへの雇用マッチング支援を行

い、既存企業の留置に努めます。 

 

【主な担当課】 

企画財政課 / 資産経営課 / 観光商工課 / 

学校教育課 / 社会教育課 

 

作戦１．企業誘致・留置の促進 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 個性的で魅力ある店舗や新たな経済循環を

創出するため、創業者支援を継続するととも

に、支援機関と連携した起業しやすい環境を構

築します。また、女性の起業者の応援にも努め

ます。 

 

【主な担当課】 

観光商工課 / 地域づくり課 

作戦２．起業・創業の促進 

 

 持続可能な地域産業の発展を図るため、市内

企業（事業所）の雇用を促すマッチング支援を

行っていきます。また、女性・母親が働きやす

く、男性も育休をとりやすくするための企業

（事業所）による働きやすい職場環境づくりを

支援します。 

 

【主な担当課】 

観光商工課 / 子育て支援課 

作戦３．安定した雇用の創出 
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政策 ２ 地域の魅力の創造「豊富な農林水産資源の再構築」 

施策 １ 農林水産資源の多面的な活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜農林水産資源の多面的な活用に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

移住・定住につながる 

身近な農業の創出を行います 

木材の地産地消による 

林業の振興を行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡移住希望者が農業をしながら幸せに

暮らすライフスタイルが実現されて

いる 

・就農希望者と地域の連携により、耕

作放棄地が解消されている 

・適切な間伐によって森林環境や景観

が保全されている 

<本市の現状> 

😊地域おこし協力隊制度により新規就

農者・林業従事者数が増加（新規就

農者数…H28：0 人→R1：8 人） 

😊農業体験等グリーンツーリズム※1 の

ニーズがある。 

😐農地取得に関する下限面積の引き下

げを実施（30a⇒20a） 

😐首都圏のみならず市民の間でも、ア

クティブシニア層※2 からの農地付き

空き家への移住ニーズが多い 

😐森林環境税及び森林環境譲与税※3 に

関する法律により、森林環境譲与税を

活用した林業振興が求められている 
✔移住・定住環境の拡充！ 
✔関わる人づくり！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1１8 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 農業委員会と連携した農地取得

の下限面積の引き下げや“農地

付き空き家”の提供 

 

 ✓ 地域と連携した新規就農者・ 

移住就農希望者の受け入れ 

 

 
✓ 市民農園、体験農園の充実 

 

 
【主な取組】 

 

 
✓ 森林環境譲与税の有効活用 

 

 ✓ 伊豆半島の木材流通拠点の創出 

（令和 4 年度完成） 

 

 

 農業従事者の高齢化や後継者不足、農産物価

格の低下、耕作放棄地の増加などの問題に対応

しながら地域農業を維持するとともに、アクテ

ィブシニア層の移住希望者にニーズの高い、身

近に農業を体験できる場の創出を図ります。 

 

【主な担当課】 

農林水産課 / 地域づくり課 

作戦１．移住・定住につながる身近な農業の創出 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 森林の適切な育成や良質な木材の生産を図

るため、、森林環境譲与税を活用した間伐や森

林施業の効率化など、木材の効果的な利用を促

進します。 

 

【主な担当課】 

農林水産課 

作戦２．木材の地産地消による林業の振興 

※1 グリーンツーリズム 

緑豊かな農村地域において、その自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動。 
※2 アクティブシニア層 

 仕事や趣味などに意欲的で、健康意識が高い傾向にある活発な主に 65～75 歳の前期高齢者。 
※3 森林環境譲与税 

 令和元年度より国から自治体に譲与されている、間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及

啓発等の「森林整備及びその促進に関する費用」に充てることのできる税。 
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政策 ２ 地域の魅力の創造「豊富な農林水産資源の再構築」 

施策 ２ 日本一の「わさびの郷」の創出と未来への継承 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<市民と共有したいありたい姿> 
 

💡わさびが地域の自慢の特産品とし

て、市民の誇りとなっている 

・わさびに高い付加価値がつき、安定

的な高収入が得られる 

・わさびが身近な存在であり、食卓に

当たり前にわさびが食卓に並んでい

る 

・畳石式による大規模なわさび田の景

観が唯一無二の価値として、しっか

りと保全・継承されている 

＜日本一のわさびの郷に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

さらなる生産振興と技術継承

を行います 

美しい里山環境の 

保全を行います 

 

改善 
より良く 

<本市の現状> 

😊平成 30 年３月に「静岡水わさびの

伝統栽培」が世界農業遺産※1 に認定

され、全国のみならず世界からも注

目されている 

😊生産者は誇りを持ったわさびづくり

を営んでいる（わさびの栽培面積：

日本一） 

😢種苗生産者の事業撤退や温暖化によ

り苗の育成が困難になるなど、苗の

安定供給が課題 

😢わさびの郷の認知度向上が課題 

✔日本一のわさびの持続化！ 
✔美しい景観の保全！ 



65 

 

 

 

 

＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 119 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 
✓ 苗の安定供給による生産性向上 

 

 ✓ 技術を継承する担い手の 

確保と育成 

 

 ✓ 地理的表示保護制度（ＧＩ）※２

などを活用したわさびの保護・

ブランド化 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ “わさびの郷”の拠点整備と情報

発信 

 

 
✓ 日本一のわさびの郷の保全 

 

 

 伊豆市のわさびの生産振興のため、苗の安定

供給による生産性の向上を図るとともに、高付

加価値化に向けた取組のほか、技術を継承する

担い手の確保・育成を推進します。 

 

【主な担当課】 

農林水産課 

作戦１．わさびの生産振興と継承 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 世界農業遺産に認定された「静岡水わさびの

伝統栽培」など、豊かな資源を将来につなげて

いくために、里山環境の保全を行うとともに、

伊豆市わさびの郷構想に基づく拠点を整備し、

畳石式による大規模なわさび田の景観などの

わさびの魅力を世界に向けて発信していきま

す。 

 

【主な担当課】 

農林水産課  

作戦２．美しい里山環境の保全 

※1 世界農業遺産 

世界的に重要かつ伝統的な農林水産業を営む地域を国際連合食糧農業機関（FAO）が認定する制度、遺

産。日本国内で 11 の地域が認定されており、当市を含めた「静岡県わさび栽培地域」は H30.3 に認定

された。 
※2 地理的表示保護制度（ＧＩ） 

「夕張メロン」や「神戸ビーフ」のような特定の産地と品質等の結び付きのある農林水産物・食品等の名

称を知的財産として保護し、生産者の利益の増進と信頼の保護を図る制度。 
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重点目標４ 

まちへの誇りの醸成とブランド力の向上 

 

政策 １ 地域の魅力の創造 

「人の流れを呼び込む魅力的な暮らしの実現」 

政策 ２ 地域の魅力の創造 

「伊豆市に住むことの愛着や誇りの醸成」 
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重点目標４ まちへの誇りの醸成とブランド力の向上 

 

＜重点目標４の基本方針＞ 

多様な主体によるまちづくり活動などによって活気あるまちづくりが実践されるとと

もに、地域活動を担う人材の育成によって、関わりやつながりを大切にするまちづくり

を目指します。 

また、ふるさとの魅力を学び、「つながり」や「地域の絆」を育むことで、豊かな自然

や景観、歴史、文化が市民の手によって受け継がれ、いつまでも住み続けたいと思える

郷土への愛着につなげていくことを目指します。 

 

 

 

重点目標４の政策イメージ（ラフ案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まちづくりにつながり、まなび、住み続けたいまちづくり 

人の流れを呼び込む魅
力的な暮らしの実現 

伊豆市への 
愛着や誇り醸成 

多様な主体による 
まちづくり活動 

いつまでも住み続けたいと
思う郷土への愛着づくり 

図書館事業と子育て
事業との連携 

伊豆っ子宣言による 
学校・家庭・地域 

との連携 

文学・芸術に 
親しむ機会の提供 

多様なファンの
創出 

人をつなぐ 
プラットフォームの創出 

ヒト・モノ・コトの 
発掘 

新たな交流人口
の創出 
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政策 １ 地域の魅力の創造「人の流れを呼び込む魅力的な暮らしの実現」 

市民が伊豆市に住むことに誇りを持って生き生きと生活を営み、その輝きがさら

なる人の流れを呼び込む好循環を生み出すため、様々なまちづくりに関する人の連

携・協力を促進し、人と人とのつながりによる相乗効果を高めるための取組を進め

ていきます。 
 

  政策目標 

 

 

 

 

 

 

 

政策 ２ 地域の魅力の創造「伊豆市に住むことの愛着や誇りの醸成」 

本市の文化・芸術を地域の誇り、魅力として捉え、新たな交流や賑わいの創出に

つなげるため、文化・芸術振興や伝統文化の次代への継承を推進するとともに、ふる

さとの魅力を学ぶ機会を創出することで、市民の郷土に対する愛着や誇りを醸成す

る取組を進めていきます。 
 

  政策目標 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

  

市民の生き生きとした生活がさらなる人の流れを呼び込む好循環の

構築 

 

〇移住定住者数 ➡ 増加 

R2 基準値：伊豆市若者定住促進補助金利用者数 62 人 

 

〇魅力的なヒト・モノ・コトの発掘数 ➡ 増加 

R2 基準値：０件  

 

市民が誇りを持ち、人々を惹きつけ、暮らしてみたいと思われる地域

の実現 

 

〇伊豆市への愛着度 ➡ 向上 

R2 基準値：75.6％（令和２年度市民アンケート結果より） 

 

〇住み続けたいと思う人の割合 ➡ 向上 

R2 基準値：73.7％（令和２年度市民アンケート結果より） 

 

具体的 
イメージ 

 
 

具体的 
イメージ 
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政策 １ 地域の魅力の創造「人の流れを呼び込む魅力的な暮らしの実現」 

施策 １ まちづくりの多様な担い手の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜多様な担い手の育成に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

人をつなぐプラットフォーム

を創出し、人づくりを 

行います 

地域づくりのための 

ヒト・モノ・コトの 

発掘を行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡伊豆市を好きな人がつながり、多様

なアクションを行うことで、まちの

活力や魅力ＵＰにつながっている 

・多様な主体が自発的に地域課題の解

決に向けた取組を展開している 

・市民全体がまちづくりの担い手である

意識を持ち、お互いに連携しながら地

域づくりに取り組んでいる 

 

<本市の現状> 

😊魅力につながるおもしろいことや、

まちの活力につながる活動をしてい

る人材が多い 

😊ＳＮＳなどで市の魅力を発信してく

れるサポーターがいる 

😢市民同士や市外の人（伊豆市と関わ

りたい人など）と交流できるきっか

けや場がない 

😢人口減少と高齢化により、地域福祉

や地域防災、地域まちづくりなど

様々な面で未来に向けて担い手育成

を徐々に進めていく必要がある ✔人がつながる場づくり！ 
✔人の関わりのサポート！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２0 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 
✓ “Izu Connect”の構築と活用 

 

 
✓ 未来塾の継続と卒業生の支援 

 

 ✓ まちづくりや愛着醸成のための

職員研修の継続 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ “ヒト・モノ・コト”の発掘のた

めの営業活動 

 

 
✓ 相談窓口のワンストップ化 

 

 

 地域で活躍する人材を育てるため、人づくり

に取り組む人や団体のハブとなる機能を有す

る“Izu Connect※1”という場を構築し、市民

による様々なまちづくり活動を支援するとと

もに、地域コミュニティの核づくりにつなげま

す。 

 

【主な担当課】 

地域づくり課 / 企画財政課 / 総務課 

作戦１．人をつなぐプラットフォームの創出 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 伊豆市の魅力の向上のため、市内のまちづく

り人材をはじめ、移住者、関係人口※2 の発掘の

ための営業活動を行います。また、発掘した“ヒ

ト・モノ・コト”を積極的に支援し、持続的か

つ主体的な活動につなげていきます。 

 

【主な担当課】 

地域づくり課 

 

作戦２．地域づくりのための“ヒト・モノ・コト”の発掘 

※1Izu Connect 

市内人材の発掘や、「関係人口」の獲得に向けて、伊豆市を楽しみ、つながる場を創出するとともに、情

報発信を行うコミュニティとして、地域の活性化につなげていくための取組。 
※2 関係人口 

移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人々。 
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 政策 １ 地域の魅力の創造「人の流れを呼び込む魅力的な暮らしの実現」 

施策 ２ 新たな交流人口の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜新たな交流人口創出に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

関係人口を創出する取組を行

います 

空き家・空き別荘の 

有効活用を行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡「Izu Connect」やふるさと納税な

どを活用し、本市の豊かさや魅力を

発信・共有することにより、本市の

ファンや関係人口が増え、将来の移

住・定住につながっている 

・テレワークや二拠点居住など多様な働

き方で自分らしいライフスタイルが本

市で実現できる 

 

<本市の現状> 

😊魅力につながるおもしろいことや、ま

ちの活力につながる活動をしている

人材が多い（再掲） 

😢市民同士や外の人（伊豆市と関わりた

い人など）と交流できるきっかけや

場がない（再掲） 

😢空き家バンク制度※1を進めており、

空き家・空き別荘は数多くあるが、

マッチングに課題がある 

😐新しい生活様式に対応した働き方、暮

らし方（テレワーク・二拠点居住※2

等）が注目されている 

 

✔関わりたくなる 
仕掛けづくり！ 

✔快適な居場所づくり！ 
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 市内にルーツのある市外在住の方や、交流を

望む市外の方に対し、ＳＮＳなどを活用した情

報発信により“伊豆市ファン”を創出し、まち

づくり活動への側面支援や将来的な移住・定住

につなげていきます。 

 

【主な担当課】 

地域づくり課 / 企画財政課 

 

 

 

＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２1 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ “Izu Connect”を場とした 

マッチング支援 

 

 ✓ ふるさと納税やＳＮＳを活用 

した関わりの創出 

 

 
【主な取組】 

 

 
✓ 空き家バンクの活性化 

 

 ✓ 空き別荘などの活用による 

二拠点居住の推進 

 

 ✓ 片づけやリフォーム補助による 

空き家活用の推進（再掲） 

 

作戦１．将来の移住・定住につながる関係人口の創出 

＜SDGs への貢献＞ 

 

テレワークを実施する企業の増加を契機と

して、空き家や空き別荘を活用した二拠点居住

などの取組を進めるため、空き家バンク登録者

や契約成立件数を増やすことなどにより、新た

な交流人口の増加に向けた取組を推進します。 

 

【主な担当課】 

地域づくり課 / 都市計画課 / 企画財政課  

 

作戦２．空き家・空き別荘の有効活用 

※1 空き家バンク制度 

空き家の賃貸・売却を希望する所有者からの情報を集約し、空き家の利用・活用を希望する方に紹介する

制度。 
※2 二拠点居住 

普段は都会に暮らす人が週末や一年の半分など一定期間を地方で過ごすこと。 
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政策 ２ 地域の魅力の創造「伊豆市に住むことの愛着や誇りの醸成」 

施策 １ 伊豆市が誇る文化・芸術資源の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜文化・芸術資源の活用に向けた作戦＞ 

作戦１ 

歴史・文化資源を有効に 

活用する取組を行います 

 

改善 

より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡文学をはじめとした歴史・文化資源

が市民の誇りとなって自慢されてい

る 

・「文学の郷」が地域の交流拠点として

形成され、担い手の活躍によりにぎ

わいであふれている 

・本市の歴史・文化資源が魅力的に映

る取り組みが行われている 

 

<本市の現状> 

😊市民アンケートでの「地域に愛着が

ある」と回答した人の割合は、R2

実績で 75.6％となっている 

😊「文学の郷構想※」により井上靖ゆ

かりの「上の家」の改修整備や、旧

営林署跡地の公園整備が進行中 

😐「文学の郷」の運営については、地

域の交流拠点となるよう文化資源を

活用したソフト事業に取り組んでい

く必要がある 

😐美術館建設においては、維持管理に

かかる経費や地域への波及効果の検

討が課題 
✔文化・芸術に親しむ 

機会の提供！ 
✔豊かな感性を育む 

機会の提供！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２2 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 
✓ “文学の郷”の拠点化 

 

 
✓ 文学の語り部やガイドの育成 

 

 
✓ 美術館構想の実現に向けた検討 

 

 ✓ 生きる力を育む“実学教育”の支

援（再掲） 

 

 

 市民が文化・芸術に親しむ機会を提供し、豊

かな感性や創造性を育む取組を推進するとと

もに、子どもたちが本物の文化・芸術に出会う

機会を拡充することにより、地域への愛着や生

きる力を育みます。 

 

【主な担当課】 

社会教育課 / 学校教育課 / 観光商工課 / 

企画財政課 

 

作戦１．歴史・文化資源の有効活用 

＜SDGs への貢献＞ 

※文学の郷構想 

湯ヶ島地区において、地域資源である文学をテーマとした賑わいづくりを推進することで、“文学の郷”

として住民と観光客の交流による地域活性化を目指した構想。 

 



76 

 

（ 

 

 

 

政策 ２ 地域の魅力の創造「伊豆市に住むことの愛着や誇りの醸成」 

施策 ２ ふるさとの魅力を学ぶ機会の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜ふるさとの魅力を学ぶ機会の創出に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

学校・家庭・地域と連携した

伊豆っ子宣言の活用を 

行います 

子どもの感性を育む図書館 

事業と子育て事業との 

連携を行います 

 

改善 より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡小さな頃からふるさとのよさを学ぶ

ことにより、地域を知り、地域が好

きになる子どもが増える 

・地域の魅力や価値を理解・共有し、 

地域に愛着を持って住み続けたいと 

思う人が増えている 

・本を通じた子どもの感性を育む環境

が形成されている 

 

<本市の現状> 

😊市民アンケートでの「地域に愛着が

ある」と回答した人の割合は、R2

実績で 75.6％となっている（再

掲） 

😊小中学生は総合的な学習に一生懸命

取り組んでいる 

😊図書館と子育ての連携が進み、本市

独自の取組を展開している 

😐青少年の健全な育成を目的とした

「伊豆っ子宣言※1」について、見え

る化する取組を進めている 

 

✔ふるさとを知って楽しむ！ 
✔個性を育む場づくり！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２2 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 
✓ “ふるさと学級”の充実 

 

 ✓ 資料館と連携した地域を 

学ぶ場の創出 

 

 ✓ 小中高生の総合的な学習 

（地域学習）の時間の充実 

 

 
【主な取組】 

 

 
✓ “ベビータイム”※3の拡充 

 

 ✓ 幼児検診時などの出張読み 

聞かせの拡充 

 

 ✓ 生きいきプラザを活用した 

おはなし会の拡充 

 

 

 令和２年 11 月に制定した伊豆っ子宣言を、

学校・家庭・地域と連携した子どもたちの健全

育成に役立てるとともに、“ふるさと学級”※2

を中心とした社会教育事業、小中学校・高校で

実施している総合的な学習（地域学習）などと

連携した取組を進めていきます。 

 

【主な担当課】 

社会教育課 / 学校教育課 / 企画財政課 

 

作戦１．学校・家庭・地域と連携した伊豆っ子宣言の活用 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 本市独自の取組みである図書館事業と子育

て事業の連携をさらに深め、本にふれあう機会

の創出を図るとともに、子どもの感性を育む取

組を進めます。 

 

【主な担当課】 

 社会教育課 / 子育て支援課 / 健康長寿課 

 

作戦２．図書館事業と子育て事業との連携強化 

※1 伊豆っ子宣言 

伊豆市の子どもたち（伊豆っ子）の健全育成の指針とするものであり、個々の資質を高め、愛郷心の醸成

を図るべく策定された宣言。 
※2 ふるさと学級 

 市内小学校 4～6 年生を対象に、伊豆市ならではの自然や歴史を学ぶ講座を開催することで、子どもたち

の愛郷心やふるさとへの誇りを高める取組。 
※3 ベビータイム 

 修善寺図書館において、開館時間の一部を「ベビータイム」として設定し、赤ちゃんや小さな子ども連れ

の親子が図書館を利用しやすい機会を提供する伊豆市独自の取組。 
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重点目標５ 

魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保 

 

政策 １ 未来を切り拓くためのまちづくり 

政策 ２ 地域力の向上 
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重点目標５ 魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保 

 

＜重点目標５の基本指針＞ 

「ネットワーク型コンパクトタウン」によるまちづくりを推進し、拡散型から拠点集

約型へ都市構造の転換を進めながら、各地区の地域特性を活かした拠点づくりと各種生

活サービスを充足し、効率的な都市経営を図ることで、人口規模がある程度減少しても

都市機能が維持され、市民が安心して暮らせるまちを目指します。 

また、伊豆縦貫自動車道の南進や基幹道路などの整備により、ヒトやモノの流れが強

化されるとともに、市民の利便を低下させないための総合的な交通体系の構築を目指し

ます。 

 

 

重点目標５の政策イメージ（ラフ案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

居心地よく暮らし続けるまちづくり 

未来を切り開く 
まちづくり 地域力の向上 

魅力ある 
中心市街地 

住み続けられる 
住環境 

市民の生活を守る 
公共交通の維持 

まちづくり団体など 
積極的な地域活動 

多様性を認め合う 
育むまち 

コンパクトタウンによる 
まちづくり 

市民が困らないため
の交通体系の構築 



81 

 

 

政策 １ 未来を切り拓くためのまちづくり 

人口規模がある程度縮小する中でも、必要な都市機能が維持されるよう、一定の

エリアには病院やスーパー、学校、役所などの市民生活に欠かせない施設を集約し

ていくとともに、魅力あふれるまちなみを形成していきます。また、快適な住空間創

出のため、無秩序に住宅が拡散しないよう誘導を行いながら、永続性のあるまちの

拠点づくりを進めます。 
 

  政策目標 

 

 

 
 

 

 

 

 

政策 ２ 地域力の向上 

人口減少によって半公共的機能を担ってきた地域コミュニティの維持が難しくな

ることを防止するとともに、地域の課題を自らが考え、創意工夫を重ねていくため

の組織として既に設立された８つの地域づくり協議会に加え、新たな協議会の設立

を促進します。 

また、地域生活交通の維持のため、利用しやすい公共交通の促進を図ります。 
 

  政策目標 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

人口減少・高齢化が進む社会下でも維持できる生活拠点の形成 

 

〇居住環境に対する満足度 ➡ 向上 

R2 基準値：70.1％（令和２年度市民アンケート結果より） 

 

〇修善寺・土肥・天城湯ケ島・中伊豆の各拠点地域における

必要な都市機能 ➡ 維持 

R2 基準値：98（行政、教育、商業、医療、交通等の施設数） 

地域の独立性や連帯性の維持 

 

〇地域づくり協議会の独立性 ➡ 向上 

R2 基準値：地域づくり協議会への財政支出額 39,322,715 円 

 

〇自治会組織（区・郷）の効率化 ➡ 向上 

R2 基準値：自治会数 128 

 

 

具体的 
イメージ 

 
 

具体的 
イメージ 
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政策 １ 未来を切り拓くためのまちづくり 

施策 １ 中心市街地への都市機能の集約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜中心市街地への都市機能の集約に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

修善寺駅周辺整備を 

行います 

安心して遊べる身近な 

公園整備を行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 

💡修善寺駅周辺が本市の玄関口として

良いイメージを持たれ、市民と観光

客が交流し、にぎわいにあふれる場

となっている 

・交差点改良などにより、駅周辺の交

通渋滞が緩和している 

・子育て世代が公園に集い、子どもも

親も伸び伸びと生活を楽しんでいる 

 

<本市の現状> 

😐新中学校の建設に伴い、修善寺駅周

辺の人の流れが増加する見込み 

😢修善寺駅周辺には空き店舗が点在し

ているが、店舗兼住宅が多いことか

ら、借りることが難しい 

😢修善寺駅周辺には観光客が交流でき

る場や歩いて楽しめる場がない 

😢駅周辺の慢性的な交通渋滞が課題 

😢子育てママたちからは狩野川記念公

園や六仙の里の魅力ＵＰが期待され

ている 

 ✔利便性向上、 
快適な環境づくり！ 

✔魅力的な場づくり！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２3 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 交通渋滞緩和に向けた道路拡幅 

などの検討 

 

 ✓ 立地適性化計画※の策定に 

向けた検討 

 

 ✓ 個性的なショップづくりや 

空き店舗の活用 

 

 ✓ にぎわい創出のための西口広場 

の積極的な活用 

 

 ✓ 新中学校の建設 

（令和７年４月開校）（再掲） 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ （仮称）日向公園の整備 

（令和７年度完成）（再掲） 

 

 
✓ 狩野川記念公園の魅力向上 

 

 
✓ 六仙の里公園の魅力向上 

 

 

 本市の玄関口であり中心市街地でもある修

善寺駅周辺において、市民や来訪者の交流を創

出するため、個性的なショップの誘致や伊豆総

合高校と連携したにぎわいづくりなど、中心的

な拠点づくりを進めていきます。 

 

【主な担当課】 

都市計画課 / 観光商工課 / 企画財政課 / 

地域づくり課 / 用地管理課 / 新中学校ＷＧ 

 

作戦１．修善寺駅周辺整備 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 子どもの豊かな情操を育て、健全な遊びの場

を提供するために、子育て世代が集える身近な

公園の整備を推進し、コロナ禍においても密に

ならずに安心して遊べる環境を整備します。 

 

【主な担当課】 

都市計画課 / 社会教育課 /観光商工課 / 

 

作戦２．身近な公園整備 

※立地適正化計画 

コンパクトなまちづくりの形成を促進し、生活サービス機能を計画的に誘導していくために、おおむね

20 年後の都市の姿を展望して策定する計画。 
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政策 １ 未来を切り拓くためのまちづくり 

施策 ２ 適正な宅地化の誘導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜適正な宅地化の誘導に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

牧之郷駅周辺整備を 

行います 

拠点性の高いエリアへの 

居住環境整備と空き家の積極

的な活用を行います 

 

改善 より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡拠点性の高いエリアの都市機能が維

持され、不便なく日常の暮らしを営

める環境が整っている 

・居住環境が整っていて、子どもやフ

ァミリー層が安心して暮らしていけ

る 

・各地区の特色ある拠点づくりが進み

豊かな生活が継続されている 

<本市の現状> 

😊牧之郷地区は、人口や世帯数が増加

している（H28～R2 実績：+61 人 

+64 世帯） 

😊都市計画の見直しにより、鉄道駅か

ら約 1km 圏内への住宅立地件数が

増加。（H28～R2 実績：延べ 50

件） 

😢農地などの規制により、住宅開発で

きる土地が少ない 

😢空き家のストックが少ない（空き家 

は多くあるが、貸してもらえない） 

😢各地区で小学校の生徒数が減少

（H28～R2 実績：土肥小△18 人、

天城小△40 人、中伊豆小△34 人） 

😢各地区の居住地域には空き家が点在 

 

✔生活に困らない 
環境づくり！ 

✔人を増やす住宅政策！ 



85 

 

 

 

 

＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２4 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 牧之郷駅周辺整備 

（令和５年度完成） 

 

 ✓ 牧之郷駅周辺の基盤整備に 

伴う民間開発の誘導 

 

 
【主な取組】 

 

 
✓ 駅前地区周辺や温泉場地区周辺

の良好な居住環境の創出 

 

 
✓ 土肥地区・青羽根地区・八幡地区 

周辺への住宅地の創出（再掲） 

 

 ✓ 土肥地区・青羽根地区・八幡地区 

周辺にある活用可能空き家の 

積極的な活用（再掲） 

 

 
✓ 片づけやリフォーム補助による 

空き家活用の推進（再掲） 

 

 

伊豆箱根鉄道と協力・連携し、地域住民や牧之

郷駅利用者の利便性・安全性の向上を図るととも

に、適切な土地利用の促進を図ります。また、移

住・定住を促進するため、駅西口に駅前広場や連

絡道路を整備します。 

 

【主な担当課】 

都市計画課 

 

作戦１．移住・定住を促す牧之郷駅周辺整備 

＜SDGs への貢献＞ 

 

人口が減少していく中でも都市機能を維持す

るためには、一定の居住人口の確保が重要とな

ります。拠点性の高いエリアについては、２項

道路※1 の指定や景観重点地区の手法による良

好な居住環境の創出を促進します。また、小学

校のある土肥地区、青羽根地区、八幡地区周辺

については、地区計画などの手法により安全で

快適なまちづくりを進めるとともに、新たな住

宅地の創出や活用可能空き家を重点的に活用

していきます。 

 

【主な担当課】 

都市計画課 / 地域づくり課 / 企画財政課 / 

資産経営課 

作戦２．拠点性の高いエリアへの良好な居住環境の創出と空き家の積極的な活用 

※1２項道路 

建築基準法制定前からあった幅員 4ｍ未満の道路に接している土地は、原則として建物の建築ができな

いが、既に建物が建っていた場合には、救済措置として、幅員 4ｍ未満でも「２項道路」として建築基準

法上の道路として認められる。 
※2 活用可能空き家 

 建物の腐朽や破損がなく、大規模な修繕が必要ないため、簡単な手入れにより活用できる空き家。 
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政策 ２ 地域力の向上 

施策 １ 開かれた地域づくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 

💡住民が困りごとなく幸せに暮らしつ

づけられるよう、地域づくり協議会

などによる共助のまちづくりが行わ

れている 

・地域づくり協議会が地域資源を活用

し、自ら稼ぐ力を高めている 

・地域が多様性を認め、受け入れなが

ら、お互いが豊かに暮らすことがで

きるようになっている 

<本市の現状> 

😊地域づくり協議会がまちづくりの主

体となって活動を展開 

😊本市では女性の創業者数が県内トッ

プなど、女性の活躍の場が多い 

😐社会全体として、多文化共生※1や

LGBTQ※2への理解が必要 

😢地域づくり協議会は採算性のある取

組が少なく、自立的な運営が課題 

😢市域が広く、120 を超える行政区

がある 

✔地域や人が高め合う 
風土づくり！ 

✔お互いに認め合う 
社会づくり！ 

＜開かれた地域づくりの推進に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

地域づくり協議会の 

主体的な活動に向けた支援を

行います 

多様性を認め合う 

共生社会の実現に向けた 

取組を行います 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２5 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 
✓ 地域づくり協議会の設立支援 

 

 
✓ 特色ある地域活動の支援・促進 

 

 ✓ 地域づくり協議会の自立に向け

た支援 

 

 
【主な取組】 

 

 
✓ 男女共同参画の推進 

 

 
✓ 多文化共生への理解 

 

 
✓ ＬＧＢＴＱの尊重 

 

 

 地域の課題を自らが考え、創意工夫を重ねて

いくために、既に設立された８つの地域づくり

協議会に加え、新たな協議会の設立を促進しま

す。また、設立年数が 10 年を超えた協議会の

段階的な自立を促し、地域資源を活用した稼ぐ

力を高める主体的な活動を支援します。 

 

【主な担当課】 

地域づくり課 

作戦１．地域づくり協議会の活動支援と運用見直し 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 男女が対等に責任を分かち合う男女共同参

画への意識の向上や、お互いを理解して共に暮

らしていく多文化共生の実現、外国人の受け入

れ、ＬＧＢＴＱの尊重など、性別や国籍などに

とらわれず、それぞれの能力を発揮し、活躍で

きる社会づくりを推進します。 

 

【主な担当課】 

地域づくり課 

作戦２．多様性を認め合う共生社会の実現 

※1 多文化共生 

国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域

社会の構成員として共に生きていくこと。 
※2LGBTQ 

 レズビアン（性自認が女性の同性愛者）、ゲイ（性自認が男性の同性愛者）、バイセクシャル（男性と女性

両方を愛することができる）、トランスジェンダー（性自認と実際の性が異なる）に加え、自分の性がわ

からないクエスチョニングと性的少数者クィアを加えた、セクシャルマイノリティ全般。 
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政策 ２ 地域力の向上 

施策 ２ 地域生活交通の維持 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜地域生活交通の維持に向けた２つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 

公共交通の利用促進と 

維持を行います 

地域の実情に応じた 

住民相互の支援による 

生活交通の確保を行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 

💡公共交通と住民主体の足の支援が 

バランスよく整備され、市民が移動

に不便なく暮らせる 

・地域交通を通じた支え合いにより、

安心安全なコミュニティが形成され

ている 

・安心して学校に通える環境が整備さ

れ、不便なく登下校できる（再掲） 

<本市の現状> 

😢乗らない⇔便がないという負のスパ

イラルが発生している 

😢公共交通に関する満足度が低い 

（過去 3 年の平均 19.6％） 

😢不採算バス路線の自主運行（17 系

統）に約 6,200 万円（R2 実績）の

経費がかかっている 

😢高齢者の運転不安にかかる免許返納

を推進するためには、生活支援をセ

ットで行う必要がある 

 

✔公共サービスの維持！ 
✔地域での支え合いに 

よる移動支援！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２6 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 
✓ 小中高生への通学費補助 

 

 
✓ 高齢者に対するバス利用助成 

 

 
✓ 不採算バス路線に対する支援 

 

 ✓ 高齢者福祉タクシー・鉄道・バス

等利用助成券の配布 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 地域づくり協議会や交通事業者

と連携した輸送サービスの確保 

 

 
✓ サポカー補助金※など、運転アシ 

スト機能に対する啓発・支援 

 

 ✓ 運転経歴証明書の発行費用の 

助成 

 

 

市民の生活交通を確保するため、市独自の小

中高生への通学費補助、高齢者バス利用助成な

どの利用促進策を講じるとともに、不採算バス

路線に対する支援や高齢者福祉タクシー券の

配布を行い、公共交通の維持に努めます。 

 

【主な担当課】 

地域づくり課 / 健康長寿課 / 学校教育課 

作戦１．公共交通の利用促進と維持 

＜SDGs への貢献＞ 

 

地域の実情に応じた効率的な輸送サービス

の確保に向け、地域づくり協議会や交通事業者

と連携した対応策を促進します。また、運転に

不安のある高齢者の事故防止のために、必要な

支援をセットで検討しながら、運転をアシスト

する制度の啓発や免許返納にかかる運転経歴

証明書の発行費用を助成します。 

 

【主な担当課】 

地域づくり課 / 健康長寿課 

作戦２．地域の実情に応じた住民相互の支援による足の確保 

住民相互の支援による 

足の確保 

※サポカー補助金 

65 歳以上の高齢運転者を対象に、対歩行者衝突被害軽減ブレーキやペダル踏み間違い急発進抑制装置を

搭載する車や、後付けのペダル踏み間違い急発進抑制装置の購入を支援する補助金制度。 
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重点目標６ 

将来にわたる安定的な行財政運営の堅持 

 

政策 １ 安定した歳入の確保 

政策 ２ 徹底した歳出の抑制 
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重点目標６ 将来にわたる安定的な行財政運営の堅持 

 

＜重点目標６の基本方針＞ 

人口減少の進行や社会情勢の変化によって市内ＧＤＰや税収が大きく落ち込む可能性

がある一方で、令和６年度まで新市建設に基づく合併特例債などを活用した大型事業に

よる歳出が続きます。 

将来にわたって持続可能な市政運営を推し進めるためには、今後の本格的な人口減少

社会の到来や厳しい財政状況を見据え、長期的な視野に立った準備を周到に進めておく

必要があります。 

そのため、「安定的な歳入の確保」と「徹底した歳出の抑制」を両立させ、行財政運営

の体制強化を図ることを目指します。 

 

重点目標６の政策イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

DOWN! 

・・・・・ 

歳出の見通し 

 

UP! 

・・・・・ 

歳入の見通し 

 

今後の歳入の安定化 

持続可能な市政運営に向けた準備 

歳出のさらなる抑制 

現在 将来 現在 将来 

確実な収納 

ふるさと納税によ

る歳入アップ 企業誘致による

税収アップ 

財源の確保 

収納体制強化によ

る収納率アップ 

公共施設の適正な利活用 

事務事業の見直し 

施設の民営化 

アウトソーシング化や 

次世代通信の積極的な活用 

効果的な市政情

報の発信 

学校跡地や未利用
施設等の活用 利用料・使用料

の見直し 
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政策 １ 安定した歳入の確保 

市の自主財源の中心である市税に対する納付意識の向上を図りつつ、丁寧な催告

や滞納処分を実施するとともに、納税手段の拡大により、収納率を高めていきます。 

また、貴重な財源として期待できるふるさと納税のほか、企業版ふるさと納税※、

企業誘致、移住・定住の促進などに取り組むシティセールスを強化し、市の「稼ぐ力」

を強化していきます。 
 

  政策目標 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

政策 ２ 徹底した歳出の抑制 

令和６年度末までに新市建設計画に基づく重要事業が最終段階に入ることから、合

併特例債などを活用した将来を見越した事業が続きます。その一方で、他の既存事業

については、不断の見直しを行い、徹底した歳出の抑制を図っていきます。特に公共

施設の適正化については、最重要課題として取り組むこととし、また、外部委託が可

能で市民サービスの向上も見込める業務については、できる限り包括的なアウトソー

シング化を推進することで、経費の縮減を図っていきます。 
 

  政策目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※企業版ふるさと納税 

企業が、自治体の実施する「地方創生に係る事業」に対して寄附を行う場合、寄付額の最大９割が税額控

除される制度。 

健全な行財政運営の堅持 

 
〇市税収納率 ➡ 向上 

R2 基準値：市県民税（個人）98.1％ほか※ 

※固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、入湯税の収納率 

 

〇市の稼ぐ力（ふるさと納税・企業版ふるさと納税等） ➡ 向上 

R2 基準値：ふるさと納税額     576,071 千円 

企業版ふるさと納税件数 0 件  

最適かつ効率的な事業執行 

 

〇事務事業の業務効率化 ➡ 向上 

R2 基準値：701（市が行う事務数） 

 

〇各会計の財政収支均衡 ➡ 維持 

R2 基準値：各会計赤字なし 

 

具体的 
イメージ 

 
 

具体的 
イメージ 
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政策 １ 安定した歳入の確保 

施策 １ 収納対策の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜収納対策強化に向けた作戦＞ 

作戦１ 

滞納整理対策強化チームの 

設置による収納対策 

強化を行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 

💡安定した税収を確保し、市民サービ

スの有効な財源として使われている 

・収納率が向上し、市県民税(個人)が県

平均程度となっている 

・効果的な滞納整理がされている 

<本市の現状> 

😐人口（納税者）は減っているが、本

市の税収は横ばいで推移している

（平均すると 43 億円程度） 

😢本市の収納率（市県民税）は、県平

均と比べて低い状況 
 

  ＜R1 現年・収納率実績＞ 

市県民税(個人) 98.4％ 

⇒ 県平均 98.9％ 

固定資産税 98.06％ 

軽自動車税 97.79％ 

国民健康保険税 95.02％ 

入湯税 99.73％ 

 

✔収納率アップ！ 
✔便利な納付環境！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２7 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ “滞納整理対策強化チーム”の 

設置 

 

 
✓ 静岡県滞納整理機構※との連携 

 

 ✓ 電子マネーなどで納付できる 

納税手段の拡充 

 

 

税務課内に“滞納整理対策強化チーム”を設

置し、従来から実施している電話催告や差押え

などの滞納処分を強化するとともに、電子マネ

ーなどで納付できる納税手段の拡充を図り、収

納対策を強化していきます。 

 

【主な担当課】 

税務課 

 

作戦１．“滞納整理対策強化チーム”の設置による収納対策強化 

＜SDGs への貢献＞ 

※静岡県滞納整理機構 

静岡県と県内すべての市町が協力し、地方税の徴収が難しい滞納を協働して専門的に処理する広域連合。 
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（ 

 

 

 

政策 １ 安定した歳入の確保 

施策 ２ 財源の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡市内にルーツのある市外在住の方や

伊豆市のファンが、本市へのふるさ

と納税を積極的に行い、貴重な財源

が確保されている（目標金額 10 億

円） 

・地域資源の魅力が向上し、企業版ふ

るさと納税が活用されている 

・企業が本市に本社や支社を置き、地

域に雇用やにぎわいが生まれている 

 

<本市の現状> 

😊ふるさと納税の実績が徐々に上がっ

ている（R2 実績：5 億 7 千万円） 

😐ふるさと納税や企業版ふるさと納税※

など新たな財源確保の手法が注目され

ている 

😐新市建設計画に基づく重要事業によ

り積極型の財政出動が続く 

😢歳入は今後減少の見込み 

（R1：19,392 百万円 

→R10：16,707 百万円） 

😢合併特例債に代わる新たな財源が必

要 

✔稼ぐ力と営業力の強化！ 
✔ふるさと納税の強化！ 

＜財源の確保に向けた作戦＞ 

作戦１ 

「稼ぐ力」を強化するシ

ティセールスを推進しま

す 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２7 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 
✓ シティセールスの強化 

 

 ✓ ふるさと納税における取り扱い 

サイトの拡充、返礼品の充実 

 

 ✓ 企業版ふるさと納税※獲得のた

めの営業活動 

 

 ✓ 企業誘致・留置のための営業 

活動 

 

 ✓ 移住・定住の促進につながる 

営業活動 

 

 

 安定的な財源確保を行うためには、営業的視

点で財源を積極的に「取りに行く」姿勢を持つ

ことが重要です。このため、今後も貴重な財源

として期待できるふるさと納税をはじめ、企業

版ふるさと納税、企業誘致・留置、移住・定住

などを通じた市の「稼ぐ力」を強化するための

シティセールスを強化します。 

 

【主な担当課】 

企画財政課 / 地域づくり課 

作戦１．「稼ぐ力」を強化するシティセールスの推進 

＜SDGs への貢献＞ 

※企業版ふるさと納税 

企業が、自治体の実施する「地方創生に係る事業」に対して寄附を行う場合、寄付額の最大９割が税額控

除される制度。 
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（ 

 

 

 

政策 ２ 徹底した歳出の抑制 

施策 １ 公共施設の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡公共施設数や維持管理の適正化が進

むとともに、従前と同じ程度に市民

の利便性も確保されている 

・市民の理解のもと、未利用施設や老

朽化した公共施設の整理・統合、借

地解消などが進められている 

・公共施設が再整理され、まちづくり

や交流の場として役立っている 

<本市の現状> 

😐新市建設計画に基づく重要事業によ

り積極型の財政出動が続くため、徹

底した歳出の抑制が求められる 

😐公共施設数が他市に比べ圧倒的に多

いため、歳出抑制に向け維持管理な

どを見直す必要がある 

😐公共施設等総合管理計画を策定済 

😐新中学校の建設により、既存中学校

の跡地が発生する 

😢未利用ならびに老朽化した公共施設

が多い 

✔施設の大胆な活用！ 
✔中学校の跡地活用の検討！ 

＜公共施設の適正化に向けた 3 つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 作戦３ 

公共施設等総合管理計画

に基づいた取組を 

行います 

市営観光施設の民営化に

向けた検討を行います 

新中学校整備に伴う 

跡地活用の検討を 

行います 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 1２8 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ 公共施設等総合管理計画に基づ

く個別施設計画の実行 

 

 ✓ 未利用財産の売却や企業誘致 

などによる利活用 

 

 
✓ 各地区拠点づくりの推進 

 

 
【主な取組】 

 

 
✓ 民間活用の検討 

（虹の郷、だるま山レストハウス・

キャンプ場、天城ふるさと広場、萬

城の滝など） 

 

 
【主な取組】 

 

 
✓ 中学校跡地活用の検討 
 
  修善寺中学校 

天城中学校 

中伊豆中学校と中伊豆小学校 

 

 

 公共施設において、長く未活用のものや老朽

化による改修が合理的でないもの、維持管理経

費の支出超過が大きいものなどについては、資

産経営の観点から民間譲渡や用途廃止を含め

て検討するとともに、借地の解消や使用料の適

正化などに取り組んでいきます。 
 

【主な担当課】 

資産経営課 / 企画財政課 

作戦１．公共施設等総合管理計画の推進 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 市営観光施設における利用需要の変化や老

朽化による維持・補修経費の増加を踏まえ、民

間の資金やノウハウの積極的な活用を進める

とともに、譲渡や売却などの大胆な手段も視野

に入れた効率的・効果的な財産の活用を図って

いきます。 
 

【主な担当課】 

資産経営課 / 観光商工課 /企画財政課  

 

作戦２．市営観光施設の民営化に向けた検討 

 

 令和７年４月開校予定の新中学校整備に伴

い、跡地となる中学校について、施設の老朽度、

重要度などを踏まえながら、施設の廃止や用

途・機能の見直しなどを計画的に進めていきま

す。 

 

【主な担当課】 

資産経営課 / 学校教育課 /企画財政課 / 

都市計画課 

 

作戦３．新中学校整備に伴う跡地活用の検討 
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政策 ２ 徹底した歳出の抑制 

施策 ２ 事務事業の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜事務事業の見直しに向けた４つの作戦＞ 

作戦１ 作戦２ 作戦３ 作戦４ 

包括的なアウトソ

ーシング化の検討

を行います 

積極的な市政情報

の発信を行います 

デジタル技術の積

極的な活用を行い

ます 

水道事業統合等に

よる経営基盤の強

化を行います 

 

改善 
より良く 

<市民と共有したいありたい姿> 
 
💡業務の効率化に伴い、市の経費が削

減され、歳出が抑制される 

・業務の効率化により、市民の財政負

担が軽減され、サービス向上にも役

立っている。 

・デジタル技術の活用により、職員の

仕事や行動が変化し、行政手続きの

簡素化にも役立っている 

 

<本市の現状> 

😊市ではプレスリリースやプロモーシ

ョンなど、情報発信を強化している 

😐新市建設計画に基づく重要事業によ

り積極型の財政出動が続くため、徹

底した歳出の抑制が求められる 

😐ホームページの更新を予定している 

😐5G や 6G、DX（デジタルトランス

フォーメーション）といったデジタ

ル技術の導入が注目されている 

😢市の業務は、国・県からの権限移譲

などにより年々増えており、約

700 もの業務を展開している 

 

✔業務の効率化！ 
✔有効なプレスリリースに 

よる市のイメージアップ！ 
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＜ありたい姿を実現するための作戦ラインナップ＞ 

※ 主な取組についての具体的内容は、資料編 129 ページに記述しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【主な取組】 

 

 ✓ “包括的アウトソーシング”※1 

の推進 

 

 
【主な取組】 

 

 
✓ プレスリリースの質と量の向上 

 

 ✓ 見やすく検索しやすいホーム 

ページの構築 

 

 

 現在市が実施している約 700 もの業務のう

ち、外部委託できるものとできないものの仕分

け作業を進め、公共施設の管理運営経費の節減

や効率的な施設管理を行うとともに、各種証明

書の発行・相談業務の一元化などを含めた“包

括的なアウトソーシング”化を進めていきま

す。 

【主な担当課】 

総務課 / 資産経営課 / 

施設管理・市民窓口所管課 

作戦１．“包括的なアウトソーシング”の実施 

＜SDGs への貢献＞ 

 

 職員一人ひとりが広報マンであることを自

覚するとともに、効果的なプレスリリースを行

います。また、市ホームページをリニューアル

し、市民が見やすく、情報を容易に取得できる

Web 仕様を再構築します。 

【主な担当課】 

企画財政課 

作戦２．積極的な市政情報の発信 

※1 アウトソーシング 

 経費削減などの目的で業務の一部またはすべてを外部の業者に委託すること。 
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【主な取組】 

 

 
✓ 次世代通信の積極的な活用 

 

 ✓ スマートシティの実現に向けた

“自治体ＤＸ”※2の推進 

 

 
【主な取組】 

 

 ✓ 水道事業と簡易水道事業※3の 

一本化 

 

 ✓ 生活排水の整備手法の見直し 

と経営改革 

 

 

 超高速・大容量な通信ネットワークにより、

テレワーク・遠隔操作・遠隔医療・遠隔教育・

自動運転など、場所や時間の制約にとらわれな

い仕事や生活様式が普及する時世において、高

度な情報通信技術を市民生活の利便性を高め

るものとして的確に活用するとともに、行政事

務の効率化にも積極的に活用していきます。 

【主な担当課】 

地域づくり課 / 企画財政課 / 学校教育課 

作戦３．デジタル技術の積極的な活用 

 

 水道事業と簡易水道事業を統合し、施設の整

備・更新及び事業運営の効率化や経営基盤を強

化することにより、安全・安心な水道水の安定

供給に努めます。 

また、下水道事業・農業集落排水事業・合併

浄化槽事業の最適化を図り、投資経費と維持管

理経費を抑制し、経営基盤を強化することによ

り、生活排水施策の維持向上に努めます。 

【主な担当課】 

上下水道課 

作戦４．水道事業統合等による経営基盤の強化 

※2 自治体ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション） 

 従来アナログで運用していた業務やデータをデジタル化して共有することで、地域住民等が社会的な課 

題解決につなげる取組。 
※3 簡易水道事業 

 水道法により、給水人口 101 人以上 5,000 以下に給水する水道事業。 
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計画の管理方針 
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計画の管理方針 

（１）政策目標の設定の考え方 

前期基本計画では、個々の施策ごとに目標指標を設定し、計画を進捗管理してきました。しかしな

がら、近年、個々の施策の目標指標の達成度（アウトプット※1）と本来的に市民が望むべき姿（アウ

トカム※２）の不整合が全国的にも指摘されるようになってきています。例えば、本市においても、 “地

方創生総合戦略（平成 27 年 10 月策定）”において、重点成果指標（KPI）の７割方が達成されてい

るにも関わらず、最終目標である人口減少に依然として歯止めがかかっていない”というジレンマが

生じています。こうしたことは、多くの自治体が作成する中長期計画によくみられる事象ですが、こ

の主たる要因は、指標の設定がアウトプットの羅列にとどまっていることや、アウトプットとアウト

カムが戦略体系的に整合していないこと、行政の努力だけでは達成できないものをアウトカムとして

設定してしまっていることなどによるもので、そうした課題に対応することも、計画を適切に進捗管

理する上での重要なファクターになりつつあります。 

こうした中で、今回の後期基本計画の目標設定に当たっては、まず、「各政策の最終的に目指すべき

姿は何か（アウトカム）」を目標として設定し、さらに、その政策目標を具体的にイメージしていただ

けるよう、補完的なものとして、いくつかの関連指標を併せて設定することとしました。 

加えて、政策目標の設定に当たっては、その多くが行政活動の成果だけでは達成できないものであ

ることに照らし、具体的な数値目標を敢えて設定せず、「向上」「維持」「増加」などの方向性のみを記

述するにとどめました。 

従って、本計画の進捗管理においては、個々の取り組みの結果として、それぞれの政策目標が進む

べき方向に向かっているか否かを毎年度フォローアップすることにより評価し、目指すべき政策目標

に進んでいないと認められる場合は、各政策目標に位置付けられた主な取り組み（アウトプット）を

その都度見直し、必要な追加・修正を行った上で公表することとします。 

なお、個々の政策に位置付けられた主な取り組み（アウトプット）については、各担当課において、

毎年度、適切に進捗管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 アウトプット 

施策や事業をどれだけ実施したかのその量や程度など、行政活動の結果。 
※2 アウトカム 

アウトプットの結果により得られる成果や満足度など、市民が最終的に望む姿。 
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（２）進捗管理のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これまでの
計画の反省点  施策１目標達成！

 施策２目標達成！

 施策３目標達成！

・

・

・

施策ごとに目標を設
定し、毎年度指標結
果を管理 人口減少に歯

止めをかけら
れない状況…

これからの
計画の進め方

政策１目指す姿

－施策１

－施策２

政策２ 目指す姿

－施策１

－施策２

政策ごとに目指す姿
の目標設定をし、実
現しているか確認

成果の見える化

活発な部署間連携

目指す姿の
実現！

市民の課題を

把握

目標の確認

議論・検討

事業企画

検討

アクション！

見直し・課題整理

現状課題と目指す姿
を踏まえ、スピード
感ある事業の検討・
決定管理のできる体
制づくり

未曾有の事態

社会のありようの変化

新たな
実現管理方針
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資料編 

 

１ 主な取組の解説 
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１ 主な取組の解説 

重点目標１ 少子化対策と次代を担う人材の育成 

政策 １ 結婚から子育てまで切れ目ない支援 

施策 １ 少子化突破と「育てて育つ」の推進 

作戦名 主な取組 

未婚解消に向け 

た出会い・婚活

支援 

市内ブライダル事業者と 

連携した出会いの場の 

支援 

多様な出会いの機会を提供するイベントなどに取り

組むブライダル事業所を助成し、結婚を望む方を支援

します。 

婚活事業者のノウハウを 

活用したイベントの実施 

婚活事業者のノウハウを有効活用した、サポート付婚

活イベントを実施し、結婚を望む方を支援します。 

AＩを活用した婚活 

マッチング支援 

（県との連携事業） 

県が実施するＡＩ（人工知能）を活用した婚活マッチ

ングアプリと連携し、結婚を望む方に新たな出会いの

形を提供します。 

「育てて育つ」 

のみんなが笑顔 

になる子育て支

援 

地域で子育てを支える 

人材や団体の育成 

子育てに関する人材や団体の育成を目指し、子育てイ

ベントや教室などの開催に対して助成を行うなど、子

育てママの自主的かつ積極的な交流などを支援しま

す。 

子育てママの居場所の 

創出 

（生きいきプラザの拠点化） 

検診などでママ友になった仲間や子育てに関する団

体が親子で気軽に集まって交流できるよう、生きいき

プラザを子育て交流拠点とします。 

放課後の子どもの居場所 

づくりの推進 

子育て世代の「子どもを少し待たせておける場がほし

い」というニーズに対応するため、放課後のこどもの

居場所づくりを行います。 

伊豆市のよさを 

発信するプロモ

ーション 

子育てや移住・定住を促進 

する大型看板やデジタル 

サイネージの設置とＰＲ 

子育てや移住・定住に関するイメージアップや魅力発

信のため、鉄道駅への大型看板の掲出やデジタルサイ

ネージを活用した情報発信を行います。 

市民と一緒に伊豆市の 

よさを発信できる 

「＃伊豆市いいね」など、 

ＳＮＳの有効活用 

伊豆市プロモーションサポーターと連携したインス

タグラム・フェイスブックでの「＃伊豆市いいね」の

活用や YouTube の活用など、市の魅力発信と効果的

な情報発信を行います。 

若者世代が生き生きとし

た高齢者の背中を見てよ

さを実感できるプロモー

ションの推進 

高齢者がいつまでも生きがいを持ち、地域や多世代で

のつながりや支え合いを大切にしながら、生き生きと

した豊かな暮らしを楽しむ姿にスポットを当て、子育

て世代が感化されるような情報発信を行います。 
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施策 ２ 若者・ファミリー層の移住・定住の促進 

作戦名 主な取組 

移住・定住の 

さらなる促進に 

向けた柔軟な 

対応 

 

さらなる移住・定住に 

向けた若者定住施策の 

拡充 

夫婦のいずれかが 40 歳以下の世帯に対して、土地及び

建物を購入した場合 100 万円（建物のみ 50 万円、小

学生以下 1 人につき 10 万円）という本市独自の若者

定住策などにより、さらなる移住・定住を促進します。 

さらなる移住希望者獲得 

に向けた“邑のお試し住

宅”の創出 

土肥地区に設置しているお試し住宅が好評かつ移住に

つながっていることから、新たなお試し住宅を設置する

など、さらなる移住・定住を促進します 

ひとり親の受け入れに 

対する対象職種の拡充 

ひとり親定住補助金などの拡充策として、従来の旅館業

のほか、医療・介護への従事希望者も対象となるよう職

種の拡充を行います。 

移住者が安心できる 

フォローアップ 

移住者のランチミーティングや移住者カフェなどの施

策のほか、移住者の困りごとに寄り添うお助け隊を設置

し、伊豆市での生活を支援します。 

良好な居住環境 

の整備と空き家

の積極的な活用 

鉄道駅周辺や土肥地区・ 

青羽根地区・八幡地区 

周辺への住宅地の創出 

鉄道駅周辺や小学校のある土肥・青羽根・八幡地区周辺

の拠点化を図るため、地域住民との連携により地区計画

を検討するとともに、未利用公共施設などへの新たな住

宅地の創出を検討します。 

鉄道駅周辺や土肥地区・ 

青羽根地区・八幡地区 

周辺にある活用可能 

空き家の積極的な活用 

鉄道駅周辺や小学校のある土肥・青羽根・八幡地区周辺

にある活用可能空き家を重点的に発掘・活用し、拠点と

なるエリアへの居住人口の確保に努めます。 

片づけやリフォーム補助 

による空き家活用の推進 

片づけ補助や市内事業者の施工を対象としたリフォー

ム補助などの施策により、空き家活用を促進するととも

に、市内経済の活性化につなげます。 
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政策 ２ 教育の充実 

施策 １ 多様化する社会に対応する教育環境づくり 

作戦名 主な取組 

社会でより良く 

生きていくため 

の教育環境づく

り 

伊豆市独自のＡＬＴ 

による英語教育の推進 

ＡＬＴを 1 日単位で配置することにより、授業以外の

休み時間や給食の時間にも児童生徒と交流ができる本

市独自の英語教育をさらに推進します。 

“EdTech”（エドテッ

ク）教育の推進による 

学びの機会の拡充 

ＩＣＴ教育をさらに推進するため、指導者である先生方

の育成を進めるとともに、EdTech の活用により、子ど

も達の学びの機会を拡充します。 

“魅力化チーム会議” 

での充実した学びの探求 

教職員の研修の中で“魅力化チーム会議”を設置し、学

びを深める工夫や連携教育を推進します。 

幼児教育と学校 

教育の連携強化 

幼小中連携した 

ワンストップ相談窓口の 

開設 

幼小中連携した顔の見えるワンストップ相談窓口を開

設し、相談者の「誰に」「どこに」相談したらよいかと

いう不安に寄り添います。 

幼児期からの知育・ 

体育の推進 

伊豆市独自の幼児教育の確立のため、こども園におい

て、運動の基礎を学べる体操教室やＡＬＴによる英語教

育の拡充を図ります。 

児童発達支援センター 

による適切な支援 

障がいのある子やその可能性が見込まれる子に対し、障

がいの特徴や子どもたちの特性に応じた療育支援の強

化に努めます。 
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施策 ２ 未来を拓く子どもたちを育む教育環境づくり 

作戦名 主な取組 

新中学校づくり 

と小中・義務教 

育学校の教育の 

充実 

新中学校の建設 

（令和 7 年 4 月開校予定） 

一定規模の集団の中で伸び伸びと学べ、切磋琢磨でき

る教育環境や部活動に生き生きと打ち込める環境を

目指し、新中学校を整備します。 

子どもの生きる力を育む

“実学教育”の支援 

人生の幅を広げ、確かな生きる力を育むため、本物に

触れるなど、子どもたちに良い経験や数多くの刺激を

与える機会を提供します。 

新たな学びを生み出す 

学校間連携教育の充実 

オンラインによる授業交流、生徒会や行事での交流に

よる、新たな物事の捉え方や気づきを生む取組を推進

します。 

安全安心な通学 

環境の整備 

 

通学に関するバス路線の 

整備 

児童生徒の安全性と利便性を考慮し、各地区の地理的

条件や道路事情などに応じた通学となるよう、運行台

数やルートを検討するとともに、下校時についても待

機時間が長時間とならないよう配慮します。 

通学路環境の整備 

交通と防犯の両面から、安全性について十分な配慮を

行うとともに、低学年の児童が安全に通学できるよ

う、必要に応じた通学環境の整備を行います。 

新中学校における 

自転車通学環境の整備 

自転車通学の許可基準やルールを定め、道路交通法を

遵守した安全な運転の講習をするとともに、自転車通

学路の選定を進めます。 

市内学校におけるバス 

待ち環境の整備 

新中学校にバス待ちにも活用できる居場所や、小学校

においてもバス待ちの居場所を創出するなど、バス待

ちにおける課題を改善します。 
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重点目標２ 安全で心地よい生活環境の創出 

政策 １ 福祉・医療の充実 

施策 １ 共に支え合う地域福祉の推進 

作戦名 主な取組 

地域で安心して 

暮らすための支 

え合い活動の促 

進 

ロコトレを中心とした 

高齢者の居場所づくり 

ロコトレを中心とした自主的な通いの場を市民が主体と

なって実施・拡充していくとともに、ロコトレＯＢ会を横

展開させ、多世代交流の居場所づくりを推進します。 

認知症に対する早期の 

対応 

75 歳を迎えた方を対象とした認知症機能調査の実施や

デジタルツールを活用した認知症チェックなどにより、

認知症の早期発見・早期対応を推進します。 

生活支援の担い手と 

しての社会参加の促進 

見守り・外出支援・家事支援などの生活支援に元気な高齢

者が担い手として活躍するとともに、社会的役割を持つ

ことで生きがいや介護予防につなげます。 

移動支援や買い物弱者 

を支援する体制づくり 

障がいのある方や高齢者などという移動が困難な方が、

外出支援や買い物支援などにより社会参加できる、介助

の仕組みを構築します。 

地域包括ケアシステム 

の構築と実現 

住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供され

る地域包括ケアシステムの構築を実現するため、社会福

祉協議会や社会福祉法人など、関係機関との連携を強化

して取り組みます。 

気軽に相談できる福祉 

相談センターの設置 

市民生活に寄り添い、それぞれが抱える問題の解決に向

けて、福祉に関する初期の相談窓口である福祉相談セン

ターを設置し、包括的な相談支援を実施します。 
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施策 ２ 伊豆市版地域医療体制の構築 

作戦名 主な取組 

安心した暮らし 

に向けた地域医 

療の維持・発展 

 

地域医療検討会による 

10 年後の地域医療の

あり方の検討 

医師不足や高齢化といった課題に対応するため、市内医

療従事者などで構成する地域医療検討会を発足し、10 年

後を見据えた検討を行うことで、市民に安定した医療を

提供することを目指します。 

“伊豆市版地域医療 

対策事業”の推進 

土肥支所 5 階の旧保健福祉センターをサテライトオフィ

スとして活用し、24 時間体制の訪問看護と遠隔医療を融

合させたモデル事業を行います。 

中伊豆温泉病院の 

移転・新築支援 

（令和５年度開院予定） 

地域医療の充実のため、同病院の移転・新築事業に対し、

補助金などを通じて継続的な支援を進めます。 

市民主体の健康 

づくりの促進 

高齢者の保健事業と 

介護予防の一体的な 

実施 

高齢者の健康状態・フレイル・生活状況などの把握によ

り、生活習慣病の重症化予防や高齢による心身機能の低

下を防ぐ取組を進めます。 

げんきプロジェクトを 

基盤とした健康づくり 

メタボリックシンドローム、高血圧、糖尿病、喫煙習慣な

どの改善に取り組むため、減塩の「げ」、運動の「ん」、禁

煙の「き」を 3 本柱とした本市独自の健康づくりを実施

します。 

糖尿病性腎症の重症化 

予防に向けた取組 

の実施 

県内における本市の糖尿病及びその予備軍の比率の高さ

を鑑み、医療費の適正化のため、重症化するリスクの高い

方に対しての適切な受診勧奨や保健指導を行います。 

こころの健康づくりの 

推進 

自殺予防に向けた普及啓発を推進するとともに、「うつ」

や「不安」をケアする相談体制の整備などメンタルヘルス

対策に取り組みます。 

  



113 

 

政策 ２ 安全・安心なまちづくりの推進 

施策 １ 災害などリスクに強いまちづくり 

作戦名 主な取組 

地域防災の強化 
同報系防災行政無線の 

デジタル化 

（令和４年度完成） 

老朽化したアナログ方式の同報系防災無線をデジタル

方式へ更新し、難聴地区の解消や様々な情報伝達手段と

連携するなど、緊急情報などを確実に伝達できるよう整

備します。 

津波避難複合施設の建設 

（令和５年度完成） 

リスクとしっかりと向き合い、海の恩恵を享受する観光

防災まちづくりのシンボルとして津波一時避難施設と

商業・観光施設を併設した津波避難複合施設を松原公園

内に整備します。 

（仮称）日向公園の整備 

（令和７年度完成） 

近年の激甚化する災害に対応するとともに、平時は市民

に親しまれる公園として活用できるよう、防災機能に加

え、平時利用の機能性にも配慮した公園を整備します。 

防災備蓄倉庫の整備 

（令和７年度完成） 

様々な災害に対応するための防災拠点形成の一環とし

て、（仮称）日向公園に併設する形で災害時の活動拠点

なる防災備蓄倉庫を整備します。 

備蓄のストックヤードの 

確保 

大規模広域災害に対応した備蓄物資の確保のため、避難

生活者の想定に対応した備蓄や資機材が確保できるス

トックヤードを各地区に整備します。 

自分たちの地域を自分 

たちで守る、“災害に強い

防災組織”の体制づくり 

避難所生活を秩序良く運営するためには、自主防災組織

の協力が必要なことから、地域住民が的確に行動し被害

を最小限にするための初動体制づくりに努め、自分たち

の地域を守る、“災害に強い体制”づくりに努めます。 

地域の特性に応じた、 

臨場感のある“リアル防

災訓練”の実施 

自然災害等の様々な危機による被害から、被災者を最小

限に抑え、死者をゼロとするため、地域の特性に応じた

臨場感のある“リアル防災訓練”を実施することにより、

地域の実態に応じた適切な訓練を行います。 

職員向け災害研修と 

実施体制づくり 

危機管理体制の中心となる職員の基本的知識の習得や

災害研修などにより、災害発生時に的確な対応ができる

職員の育成と体制づくりに努めます。 
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施策 ２ 持続可能な環境未来都市の実現 

作戦名 主な取組 

循環型環境施設 

の整備 新ごみ処理施設の建設 

（令和４年度完成） 

将来にわたって、ごみを安全かつ安定的に処理する能力

や災害時に発生したごみも適切に対応できる機能を有

し、また、地球環境に配慮し、ごみ処理に伴う余熱を効率

よく活用できる施設の整備を進めます。 

新リサイクルセンター 

の整備 

（令和６年度完成） 

循環型社会や３R といった言葉が社会的テーマとなる

中、ゼロ・エミッションに限りなく近づくため、資源物を

効率よく回収する新リサイクルセンターを整備します。 

環境にやさしい 

取組の推進 
市民との協働による

“不法投棄をさせな

い”環境づくりの推進 

不法投棄撲滅のために、廃棄物の不適正処理の監視・指導

のための人員配置や警告設備の設置、地域との連携や市

民との協働による監視活動、県・警察などとの連携、関連

部局との連携強化などの取組を強化します。 

カーボンニュートラル

への取組の推進 

地球温暖化防止のため、再生可能エネルギーなどの導入

支援を行います。具体的には、住まいのゼロエネルギー化

や電力の自給自足のための家庭用蓄電設備補助金の創

設、公共施設における「省エネ」などの推進を行います。 

景観計画の見直しと 

景観重点地区の拡充 

地域固有の歴史や文化に裏打ちされた身近な景観とその

景観を支える地域の指定を推進するとともに、景観資産

登録制度を利用し、景観の価値の共有や魅力の向上につ

なげます。 

有害鳥獣対策と 

イズシカ問屋の 

有効活用 

ジビエ認証を生かした 

ブランディング 

農林水産省の制度に基づく国産ジビエ認証を県内で初め

て取得したイズシカ問屋を中心に、イズシカ肉・いのしし

肉などのブランディングを図ります。 

イズシカ問屋の視察の 

有料化 

イズシカ問屋に対する視察申込が多数発生している中、

視察を有料化し、新たな財源の確保や携わる職員の意識

向上につなげ、さらなる魅力向上を図ります。 

狩猟後継者の育成 
狩猟免許保持者の高齢化と減少に対応するため、わな猟

に対する助成や狩猟の魅力を紹介する取組を行います。 
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重点目標３ 産業力の強化 

政策１ 地域の魅力の創造「地域産業の発展による市内経済の活性化」 

施策 １ 東京２０２０大会を契機としたレガシーの継承 

作戦名 主な取組 

オリパラ競技会 

場の聖地化 県と連携した“競技会場

の聖地化” 

レガシー創出に向けた取組として、国内外の各種自転車

競技大会への協力・開催や市民利用を一層促進する取組

など、県や日本サイクルスポーツセンターと連携した活

性化に努めます。 

国内外の各種自転車競技 

大会への協力・開催 

東京 2020 大会が開催された日本サイクルスポーツセ

ンターを最大限活用し、機運の高まりを継続させる事業

への協力を行います。 

日本サイクルスポーツ 

センターの利用促進 

日本サイクルスポーツセンターの利用促進の向上のた

めに事業を企画して、市民が集う場所とします。 

マウンテンバイク練習 

コースの活用 

日本サイクルスポーツセンター付近にある、静岡県が市

有林を利用して整備したオリンピック選手向けマウン

テンバイク練習コースを有効活用します。 

自転車を活用 

したまちづくり 
“サイクリスト拠点”の

整備 

サイクリストの交流・宿泊などの拠点となるゲストハウ

スの整備を支援するとともに、自転車を市民の生活や文

化に根付かせる取組を推進します。 

自転車を活用した 

コンテンツ開発と販売 

市内ガイドサイクリスト、伊豆市産業振興協議会と共に

サイクリングコースのコンテンツ開発と商品化を目指

し、今後の観光振興に繋げます。 

自転車を活用した健康 

づくりの推進 

市民向けに日本サイクルスポーツセンター、JKA と共

に生活習慣病の予防、自転車の運動効果による健康増進

事業を構築します。 

市民の自転車乗れる 

率 100％に向けた 

取組の推進 

これまでも開催している小学生向けの自転車乗り方教

室、未就学児向けのランニングバイク出前教室を継続し

て、市民誰もが自転車に乗れるようになることを目指し

ます。 

地域密着型自転車 

プロチームとの協働 

県内にあるサイクリングチームに協力していただき、自

転車の魅力向上など自転車の素晴しさを伝えながら市

民と交流を図ります。 

自転車競技の普及に 

向けた取組の推進 

トラック・ロード・ＭＴＢ・ＢＭＸといった自転車競技

を普及させるために、日本サイクルスポーツセンターや

競輪選手養成所と連携し、見学会や練習会場提供などに

より、自転車競技ファンや競技人口の裾野拡大を図りま

す。 
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施策 ２ 伊豆市版ＤＭＯによる観光地域づくりの推進 

作戦名 主な取組 

ニーズの多様化 

に合わせた地域 

資源コンテンツ 

の観光への活用 

“伊豆市固有”の魅力的

な地域資源を活用した観

光コンテンツづくり 

旅行エージェントに依存した発地型旅行商品の観光か

ら着地型旅行商品の観光への転換を図り、新鮮な感動や

ほんの少しのサプライズの提供など、本市の本来的魅力

である温泉、食、宿に加えて、伊豆市ならではの豊富な

地域資源を再発掘・再構築し、観光客の満足度とリピー

ト率の向上を図るための多様な観光コンテンツづくり

を行います。 

持続的発展に向けた産業 

振興協議会の機能強化 

基幹産業である観光事業について、本市がこれからも選

ばれる観光地として持続的に発展していけるよう、産業

振興協議会の機能を強化します。 

美しい伊豆創造 

センターとの 

連携強化 

 

広域連携による観光の 

一体的なブランドづくり 

の推進 

国内外での観光地間競争が激化する中、美しい伊豆創造

センターとの連携によって観光資源を相互に結びつけ、

個々の資源の魅力を相乗させます。 

美しい伊豆創造センター 

との役割の明確化 

観光客の行動範囲の拡大に対応した広域的な取組の必

要性を踏まえ、美しい伊豆創造センターとの役割を明確

化し、地域全体の経済波及効果を高めます。 

伊豆半島ジオパークの 

推進 

ユネスコ世界ジオパークに認定された伊豆半島ジオパ

ークを有効活用し、市内外から多くの人が訪れ、楽しん

でもらえる、魅力ある観光につなげます。 
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施策 ３ 企業誘致や雇用創出に向けた取組の強化 

作戦名 主な取組 

企業誘致・留置 

の促進 

 

公共施設などを活用した 

企業誘致・留置の促進 

企業立地事業者に対し、用地の取得や従業員の新規雇用

に要する経費を補助するなど、企業誘致・留置に努め、

市内経済の活性化を図ります。 

サテライトオフィス、 

テレワークなどの誘致 

地域での新しい働き方や仕事を生み出すための取組を

進めるため、企業のサテライトオフィス開設などを提案

します。 

教育産業にかかる企業の 

留置 

少子化に伴う進学塾などの市内からの撤退を防ぐため、

進学塾と連携した学習支援を進め、企業留置に努めま

す。 

起業・創業の 

促進 

 

創業者支援制度の継続に 

よる起業支援 

創業を希望する市民に対する家賃や改修費用に要する

経費を補助する創業者支援事業を継続し、地域経済の活

性化や空き店舗の解消を図ります。 

セミナー開催など、 

創業における準備段階の 

サポート 

創業者支援事業の拡充策として、創業に必要な基礎知識

を学ぶ場の提供などにより、創業希望者の準備段階をサ

ポートし、起業しやすい環境を構築します。 

創業希望者に寄り添った 

人材マッチング支援や 

フォローアップ 

創業者が希望する人材と Izu connect を連携させ、人

材の確保や育成を支援します。また、金融機関などと連

携し、起業後のフォローアップを支援します。 

安定した雇用の 

創出 
市内企業（事業所）の 

雇用マッチング支援 

市内企業（事業所）への就職を促進させるため、情報発

信や人材育成を支援し、企業（事業所）と働き手のマッ

チングを図ります。 

企業（事業所）の働き 

やすい職場づくり支援 

女性・母親が働きやすく、男性も育休がとりやすくなる

など、企業（事業所）の働きやすい職場環境の支援に努

めます。 
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政策 ２ 地域の魅力創造「豊富な農林水産資源の再構築」 

施策 １ 農林水産資源の多面的な活用 

作戦名 主な取組 

移住・定住につ

ながる身近な農

業の創出 

 

農業委員会と連携した 

農地取得の下限面積の 

引き下げや“農地付き空

き家”の提供 

遊休農地の解消や就農者の増加などにつなげるため、面

積の下限条件などの緩和により、農業を気軽に始められ

るようにすることや、“農地付き空き家”の提供を実施

します。 

地域と連携した新規 

就農者・移住就農希望者 

の受け入れ 

新規就農者・移住就農希望者の初動を支援するため、地

域づくり協議会など地域が受け皿となり、支援・育成・

連携していく仕組みを構築します。 

市民農園、体験農園の 

充実 

密にならない環境で自然とふれあうことや地域と利用

者の交流など、市民農園・体験農園のメリットを生かし、

移住・定住につなげます。 

木材の地産地消

による林業の振

興 

 

森林環境譲与税の 

有効活用 

本市の豊かな森林環境を保全・振興していくため、間伐、

人材育成、担い手確保、木材の利用促進などに有効活用

するとともに、修景伐や森林整備に役立てます。 

伊豆半島の木材流通拠点 

の創出（令和4年度完成） 

伊豆半島内で切り出された木材の保管や輸送のために

利用する木材集積場所（中間土場）を大平区に整備し、

伊豆半島の木材流通の司令塔的役割を果たします。 
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施策 ２ 日本一の「わさびの郷」の創出と未来への継承 

 

  

作戦名 主な取組 

わさびの生産振

興と継承 

 

苗の安定供給による 

生産性向上 

地球温暖化や育苗の委託先である北海道等の夏季の気

温上昇などの影響により、秋・冬用の苗の供給が困難に

なっていることから、新たな品種の開発や品質を維持す

る高性能冷蔵庫の導入など、苗の安定供給に努めます。 

技術を継承する担い手の 

確保と育成 

畳石式栽培の改田技術を継承する取組を行うとともに、

休耕田への新規就農支援など後継者の育成に努めます。 

地理的表示保護制度（GI） 

などを活用したわさびの 

保護・ブランド化 

関係機関と連携しながら、地理的表示保護制度（GI）な

どを活用し、「伊豆わさび」という名称の適切な保護や、

ブランド化、高付加価値化に努めます。 

美しい里山環境

の保全 

 

“わさびの郷”の拠点整

備と情報発信 

畳石式の伝統栽培で生産されるわさびの価値や、「伊豆

市ならでは」の情報発信を行う「拠点の整備」に取り組

み、“わさびの郷”の魅力を広く発信します。 

日本一のわさびの郷の 

保全 

世界農業遺産に認定された畳石式の伝統栽培を守るた

めに、自然環境の保全や周辺地域のわさびの郷としての

雰囲気づくりなど、里山環境保全に使命感を持って取り

組みます。 
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重点目標４ まちへの誇りの醸成とブランド力の向上 

政策 １ 地域の魅力の創造「人の流れを呼び込む魅力的な暮らしの実現」 

施策 １ まちづくりの多様な担い手の育成 

作戦名 主な取組 

人をつなぐプラ

ットフォームの

創出 

 

“Izu Connect”の構築 

と活用 

様々な人が集い、相乗効果を生み出す活動やつながりを

紡ぎ出す創発型のコミュニケーションの醸成のため、マ

ネジメントの担い手の育成の場となるプラットフォー

ムを創出します。 

未来塾の継続と卒業生の 

支援 

地域コミュニティの核づくりや若者の活躍のため、企

画・実践の場となる未来塾による実践型まちづくりワー

クショップを支援するとともに、卒業生のフォローアッ

プを行います。 

まちづくりや愛着醸成の 

ための職員研修の継続 

行政が地域のために何ができるかを考え、自治の視点を

確かなものにするため、視野を広げ、自分の「ものさし

づくり」の基礎を育むための研修を実施します。 

地域づくりのた

めの“ヒト・モ

ノ・コト”の発

掘 

 

“ヒト・モノ・コト”の発

掘のための営業活動 

地域の中に潜在している様々な特技や職業経験、思いを

持っている人材を発掘するための営業活動を実施し、地

域コミュニティでの活躍につなげます。 

相談窓口のワンストップ

化 

「にぎわいづくり」、「つながりづくり」などの地域活動

に取り組む人たちの様々な困り事に対する総合相談窓

口を地域づくり課に設置します。 

  



121 

 

 

施策 ２ 新たな交流人口の創出 

作戦名 主な取組 

将来の移住・定

住につながる関

係人口の創出 

 

“Izu Connect”を場と 

したマッチング支援 

交流やかかわりを希望される方の地域とのかかわりを

支援するため、“Izu Connect”を場としたマッチング

支援を行います。 

ふるさと納税やＳＮＳを 

活用した関わりの創出 

ふるさと納税や＃伊豆市いいね、オフラインミーティン

グを通じてのきっかけづくりを行い、伊豆市のファンを

増やします。 

空き家・空き別

荘の有効活用 

 
空き家バンクの活性化 

空き家のストックを増やすために、固定資産税納入通知

書や広報を活用した情報提供を行うとともに、片づけ補

助やリフォーム補助などの施策より、空き家バンクへの

登録を促進します。 

空き別荘などの活用によ

る二拠点居住の推進 

都市部における社会潮流に鑑み、複数でシェアする別荘

の活用を進め、二拠点居住者を増やすことで、将来的な

移住につなげます。 

片づけやリフォーム補助 

による空き家活用の推進 

（再掲） 

片づけ補助や市内事業者の施工を対象としたリフォー

ム補助などの施策により、空き家活用を促進するととも

に、市内経済の活性化につなげます。 
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政策 ２ 地域の魅力の創造「伊豆市に住むことの愛着や誇りの醸成」 

施策 １ 伊豆市が誇る文化・芸術資源の活用 

作戦名 主な取組 

歴史・文化資源

の有効活用 

 

“文学の郷”の拠点化 

天城湯ケ島コミュニティ複合施設、市民活動センター、

旧営林署跡地、上の家を中心に、湯ケ島地区しろばんば

の郷エリアを文学の郷の拠点として活用します。 

文学の語り部やガイドの 

育成 

文学の郷において、地域が大切にしているものをつない

でいくために、文学の語り部やガイドを育成し、アイデ

ンティティの継承を図ります。 

美術館構想の実現に 

向けた検討 

美術館の建設費や維持管理費などの試算だけでなく、市

民の負担にならない運営方法を検討するとともに、美術

館がもたらす地域への波及効果をしっかりと検討しま

す。 

生きる力を育む“実学教

育”の支援（再掲） 

人生の幅を広げ、確かな生きる力を育むため、本物に触

れるなど、子どもたちに良い経験や数多くの刺激を与え

る機会を提供します。 

施策 ２ ふるさとの魅力を学ぶ機会の創出 

作戦名 主な取組 

学校・家庭・ 

地域と連携した 

伊豆っ子宣言の 

活用 

“ふるさと学級”の充実 

本市を知るための自然体験や伝統行事の経験など、様々

なプログラムにより、子どもたちが地域を知り、学ぶ場

を拡充していきます。また、地域と連携した生涯学習の

場としても活用します。 

資料館と連携した 

地域を学ぶ場の創出 

昔ながらの地名や郷土の発展に尽くした人々の歴史・文

化を子どもたちが知り、学ぶ場を創出するため、資料館

と連携した取組を推進します。 

小中高生の総合的な学習 

（地域学習）の時間の 

充実 

変化の激しい社会に対応するため、探究的な考え方を学

び、自ら考える力やものの見方を育成するとともに、地

域を好きになる工夫を凝らした授業を展開します。 

図書館事業と 

子育て事業との 

連携強化 

 

“ベビータイム”の拡充 

赤ちゃんや小さなお子さんを連れた親子などが周囲に

気兼ねなく図書館を利用できるために、開館時間の一部

を“ベビータイム”に設定し、親子遊びができる取組を

拡充します。 

幼児検診時などの 

出張読み聞かせの拡充 

幼児検診・歯科検診時の待ち時間を利用し、図書司書が

出向いて読み聞かせなどを行う、本市独自の取組を拡充

します。 

生きいきプラザを活用 

したおはなし会の拡充 

毎週日曜日に実施しているおはなし会の拡充策として、

子育てママの居場所の創出（生きいきプラザの拠点化）

と連携した取組を進めます。 
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重点目標５ 魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保 

政策 １ 未来を切り拓くためのまちづくり 

施策 １ 中心市街地への都市機能の集約 

作戦名 主な取組 

修善寺駅周辺整

備 

 

交通渋滞緩和に向けた 

道路拡幅などの検討 

市民ニーズの高い、修善寺駅周辺の交通円滑化や慢性

的な渋滞解消を進めるため、交差点改良や道路拡幅な

どの検討を実施し、交通ネットワーク機能を強化しま

す。 

立地適正化計画の 

策定に向けた検討 

修善寺駅周辺に居住機能や医療・福祉・商業・公共交

通・公共施設等のさまざまな都市機能を計画的に誘導

し、行政・市民・民間事業者が一体となった、コンパ

クトで持続可能なまちづくりを進めます。 

個性的なショップづくり 

や空き店舗の活用 

創業支援策によるハイセンスなショップづくりや空

き店舗活用により、中心市街地のにぎわいづくりを行

うとともに、歩いて楽しいまちなみを形成します。 

にぎわい創出のための 

西口広場の積極的な活用 

修善寺駅周辺が本市の玄関口として市民や来訪者の

交流を創出する中心的な拠点となるよう、イベントな

どによる西口広場の積極的な活用に取り組みます。 

新中学校の建設 

（令和７年４月開校） 

（再掲） 

ほどよい人数の中で伸び伸びと学べ、切磋琢磨できる

教育環境や部活動に生き生きと打ち込める環境を目

指し、新中学校を整備します。 

身近な公園整備 

 （仮称）日向公園の整備 

（令和７年度完成）（再掲） 

近年の激甚化する災害に対応するとともに、平時は市

民に親しまれる公園として活用できるよう、防災機能

に加え、平時利用の機能性にも配慮した公園を整備し

ます。 

狩野川記念公園の魅力 

向上 

コロナ禍において、密にならないと人気のあった本公

園を、子育て世代のニーズに寄り添い、遊具の一部更

新など、段階的に改修します。 

六仙の里公園の魅力向上 

コロナ禍において、密にならないと人気のあった本公

園を、子育て世代のニーズに寄り添い、遊具の一部更

新などの改修をします。 
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施策 ２ 適正な宅地化の誘導 

作戦名 主な取組 

移住・定住を促

す牧之郷駅周辺

整備 

 

牧之郷駅周辺整備 

（令和５年度完成） 

地域住民や駅利用者の利便性や安全性の向上、移住・

定住に資する土地利用を具体化するため、牧之郷駅西

口の駅前広場や連絡道路を地区計画に位置づけ、整備

を行います。 

牧之郷駅周辺の基盤整備 

に伴う民間開発の誘導 

駅周辺の基盤整備を進めることにより、地域への利便

性や安全性を向上させ、民間開発を誘導します。 

拠点性の高いエ

リアへの良好な

居住環境の創出

と空き家の積極

的な活用 

駅前地区周辺や温泉場地

区周辺の良好な居住環境

の創出 

住宅地における接道要件等の諸問題を解決するため、

都市計画法や景観法、建築基準法等、さまざまな手法

を用いて、良好な居住環境の創出に努めます。 

土肥地区・青羽根地区・ 

八幡地区周辺への住宅地 

の創出（再掲） 

小学校のある土肥・青羽根・八幡地区周辺の拠点化を

図るため、未利用公共施設などへの新たな住宅地の創

出を検討します。 

土肥地区・青羽根地区・ 

八幡地区周辺にある活用 

可能空き家の積極的な 

活用（再掲） 

小学校のある土肥・青羽根・八幡地区周辺にある活用

可能空き家を重点的に発掘・活用し、拠点となるエリ

アへの居住人口の確保に努めます。 

片づけやリフォーム補助 

による空き家活用の推進 

（再掲） 

片づけ補助や市内事業者の施工を対象としたリフォ

ーム補助などの施策により、空き家活用を促進すると

ともに、市内経済の活性化につなげます。 
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政策 ２ 地域力の向上 

施策 １ 開かれた地域づくりの推進 

作戦名 主な取組 

地域づくり協議

会の活動支援と

運用見直し 

 

地域づくり協議会の設立 

支援 

住みやすい地域を目指すため、今ある自治会の枠を超

え、地域の住民が自主的かつ民主的に地域の個性を生か

したまちづくりを推進・支援します。 

特色ある地域活動の 

支援・促進 

持続的な地域活動ができることを目指し、ハード、ソフ

トの両面からそれぞれの地域にある課題と向き合うこ

とで、個々の特色ある地域活動が行えるよう支援しま

す。 

地域づくり協議会の自立 

に向けた支援 

地域づくり協議会の将来的な姿として、段階的な自立を

促すとともに、地域資源を活用して地域自らが稼ぐ力を

高めていけるよう支援します。 

多様性を認め合

う共生社会の実

現 

 

男女共同参画の推進 

固定的な性別役割分担意識にとらわれず、男女が社会に

おける制度的にも対等に活動が行えるような社会とな

るよう、慣行のあり方を見直します。 

多文化共生への理解 

国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的な違いを

認め、対等な関係を築こうとしながら共に生きていくこ

とを尊重し、受け入れていける社会を目指します。 

ＬＧＢＴＱの尊重 

性のあり方について、配慮に欠けた発言や偏見、誤解を

生じさせぬよう、多様な性のあり方を認め合う価値観を

学ぶとともに、尊重します。 
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施策 ２ 地域生活交通の維持 

作戦名 主な取組 

公共交通の利用

促進と維持 

 
小中高生への通学費補助 

義務教育期間中（小中学校）で通学距離が片道 2 ㎞以

上ある児童生徒への通学補助や、高等学校等にバスを利

用して通学する高校生に通学定期券購入費用の助成を

行います。 

高齢者に対するバス利用 

助成 

高齢者の外出支援のため、市内バス路線が 1 乗車 100

円で利用できる、いきいきパスを販売するとともに、販

売価格に対する助成を継続します。 

不採算バス路線に対する 

支援 

公共交通の空白・不便地域の解消や路線廃止などが起こ

らないよう、市内を運行している自主運行バス 17 路線

（令和３年度現在）に対し、補助などの支援を行います。 

高齢者福祉タクシー・ 

鉄道・バス等利用助成券 

の配布 

高齢者の生活範囲の拡大と社会参加の促進を図るため、

満 80 歳以上の在宅で生活している方へ、タクシー・バ

ス・鉄道の利用料金助成を行います。 

地域の実情に応

じた住民相互の

支援による足の

確保 

 

地域づくり協議会や交通 

事業者と連携した輸送 

サービスの確保 

高齢化や独居世帯の増加に伴い、買い物などに不便を感

じる高齢者が多くなっている中、地域ならではの機動力

を生かした課題解決に向けた取組を推進します。 

サポカー補助金など、 

運転アシスト機能 

に対する啓発・支援 

運転に不安があるが免許返納できない事情のある方へ

の支援として、65 歳以上の方を対象にペダルの踏み間

違いによる急発進抑制装置などの購入を啓発・サポート

します。 

運転経歴証明書の発行 

費用の助成 

運転に不安を感じている高齢者に対し、運転免許を自主

返納した際に発行できる運転経歴証明書の発行費用を

助成します。また、免許返納によって日々の生活が困ら

ないよう、重層的な生活支援サービス提供体制の構築に

向けた検討を行います。 
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重点目標６ 将来にわたる安定的な行財政運営の堅持 

政策 １ 安定した歳入の確保 

施策 １ 収納対策の強化 

作戦名 主な取組 

“滞納整理対策

強化チーム”の

設置による収納

対策強化 

 

“滞納整理対策強化 

チーム”の設置 

令和 3 年度より税務課内に“滞納整理対策強化チー

ム”を設置し、収納率の強化を図るとともに、課内研

修なども行い専門技術を持つ職員の育成に力を入れ

ます。 

静岡県滞納整理機構との 

連携 

静岡県及び県内すべての市町が協力し、地方税の徴収

が難しい滞納を共同して専門的に処理する、静岡県滞

納整理機構と連携することで、困難案件の処理に取り

組みます。 

電子マネーなどで納付 

できる納税手段の拡充 

電子マネー（paypay、LINE Pay）などで納付できる

納付環境を初動にＱＲコードを利用したコンビニ納

付など、デジタル化に対応した納税手段の拡充を行い

ます。 

 

施策 ２ 財源の確保 

作戦名 主な取組 

「稼ぐ力」を強

化するシティセ

ールスの推進 

 

 

シティセールス担当職員 

の配置 

安定的な財源確保のため、本市を積極的にセールスす

る営業担当職員を配置することで、稼ぐ力を強化し、

自主財源の獲得に取り組みます。 

ふるさと納税における 

取り扱いサイトの拡充、 

返礼品の充実 

貴重な財源として期待できるふるさと納税をさらに

獲得するため、取り扱いサイトの拡充や返礼品のさら

なる充実を図り、寄付額を増やします。 

企業版ふるさと納税獲得 

のための営業活動 

これまで実績のなかった企業版ふるさと納税にも力

を入れ、市の施策に共感・支援してくれる企業を積極

的に探し、寄付額を増やします。 

企業誘致・留置のための 

営業活動 

未利用の公共施設などを活用し、関係部局と連携した

積極的な企業誘致を実施することで、経済循環の活性

化や雇用創出を図ります。 

移住・定住の促進に 

つながる営業活動 

営業におけるビジネス的な視点のほか、本市の生活環

境のよさや魅力を伝え、ワークライフバランスのよ

い、移住者が暮らしやすい環境をＰＲします。 
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政策 ２ 徹底した歳出の抑制 

施策 １ 公共施設の適正化 

作戦名 主な取組 

公共施設等総合

管理計画の推進 

 

公共施設等総合管理計画 

に基づく個別施設計画の 

実行 

公共施設の適正化に向け個別施設計画を策定し、長く

休眠状態のものや老朽化による改修などが合理的で

ないもの、赤字が大きいものについては、資産経営の

観点から民間譲渡や用途廃止を含めて検討するとと

もに、引き続き借地の解消に努めます。 

未利用財産の売却や企業 

誘致などによる利活用 

未利用財産については売却を前提とした企業誘致を

推進するとともに、場合によって無償譲渡や用途廃止

も含めた大胆な活用策を検討するなど、適性化に努め

ます。 

各地区拠点づくりの推進 

各地区の核となる公共施設を拠点づくりに役立て、日

常生活に支障のない機能を確保するとともに、各地区

の特性を踏まえた拠点づくりを推進します。 

市営観光施設の

民営化に向けた

検討 

民間活用の検討 

（虹の郷、だるま山レスト

ハウス・キャンプ場、天城

ふるさと広場、萬城の滝な

ど） 

民間が主体となって運営することにより、より効率的

できめ細かなサービスの提供が行えることや管理経

費の削減を図れることなどから、個々の状況や地域と

の話し合いを踏まえながら、民間活用を検討します。 

新中学校整備に

伴う跡地活用の

検討 

中学校跡地活用の検討 

新中学校の開校に伴う修善寺中、天城中の跡地活用、

中伊豆中と中伊豆小のあり方について、最適な配置や

活用方法を新中学校建設と並行して検討します。 
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施策 ２ 事務事業の見直し 

作戦名 主な取組 

“包括的なアウ

トソーシング”

化の検討 
“包括的アウトソーシン

グ”の推進 

包括的アウトソーシング（民間委託）により、受託した

民間事業者が創意工夫やノウハウの活用を行うことで、

効率的・効果的に運営できるよう、複数の施設や業務を

包括的に委託します。 

これにより費用の削減や市民の満足度向上、捻出された

人員を市職員自らが対応すべき分野に集中させること

などに役立てます。 

積極的な市政情

報の発信 プレスリリースの質と 

量の向上 

定例記者会見などを活用し、報道機関との連携・対話に

よる信頼関係を構築することで、市の情報を積極的に掲

載してもらえるよう効果的なプレスリリースを行いま

す。 

見やすく検索しやすい 

ホームページの構築 

情報発信の玄関口として、目的がはっきりとしたホーム

ページの構築により、利用者が役立つ情報をすぐに見つ

けられるものを作成します。 

デジタル技術の

積極的な活用 次世代通信の積極的な 

活用 

５Ｇや６Ｇといった次世代通信の積極的な活用により、

地方と都市部の格差を解消し、地方の生活を便利にする

とともに、コロナ禍におけるデジタル技術を活用した取

組も進めます。 

スマートシティの実現に

向けた“自治体ＤＸ”の

推進 

行政サービスにおいて、デジタル技術やデータを活用し

て、市民の利便性を向上させるとともに、ＡＩやＲＰＡ

の活用などにより業務効率化を図り、人的資源をサ―ビ

スのさらなる向上につなげます。 

水道事業統合等

による経営基盤

の強化 

水道事業と簡易水道事業 

の一本化 

将来を見据え、市内の水道事業を一本化し、包括的な計

画・管理・事務効率を図り、安心・安全な水道水の安定

供給を持続させます。 

生活排水の整備手法の見

直しと経営改革 

下水道計画区域の見直しと農業集落排水施設の再編・統

合を行い、下水道区域外への合併浄化槽整備を進め、生

活排水対策を向上させます。 
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